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１ 区計画の⽬的 

本市   市⺠ 暮   ⾝近 ７  区役所  市⺠     効率的 効果的  総合的 提供   と
もに、参加と協働による暮らしやすい地域社会づくりを進めています。 

少⼦⾼齢化 進展 ⼈⼝減少  転換   社会状況 変化 伴 ､     地域 暮  市⺠ ⽣活
 ⼤  変       ⾝近 ⾏政     提供 加   市⺠ 主体的 地域         活動 参
加し、お互いに⽀え合うしくみづくりが必要となっています。 

区計画       地域 課題 複雑化 多様化  中       地域 持 魅⼒ 特性 活   市
⺠ 地域 ⾏政  多様 主体 連携     地域課題 解決 向  参加 協働         進   
とを⽬的として策定しているものです。 

 
２ 区計画の位置づけ 

実施計画では、それぞれの区における都市基盤整備や交通体系の構築、全市共通の福祉・⼦育て⽀援など
 市⺠     政策体系別 ⽰       

区計画   市⺠ 暮   ⾝近 区役所 市⺠ 地域 活動  団体   協働 ⾏ 地域課題 解決
に向けた主要な取組を中⼼に⽰します。 

 

 区計画の位置づけイメージ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 「最幸」とは‥川崎を幸せのあふれる「最も幸福なまち」にしていきたいという思いを込めて使⽤しています。 
 
 
 
 
 
 

 
【めざす都市像】 

 成⻑ 成熟 調和   持続可能 最幸    かわさき」 
【まちづくりの基本⽬標】 

 安⼼          ⼒強 産業都市     
 

１ 基本政策（第１階層） ５つの基本政策 
２ 政策（第２階層）    23 の政策 

基本構想・基本計画 

実施計画 

総合計画 

１ 区の概要 
２ まちづくりの⽅向性 
３ 第 1 期の主な取組状況 
４ 現状と課題 
５ 計画推進の主な視点 
６ 計画期間の主な取組 
７ “それいいね”が広がるまちづくりに向けて
８ 区マップ

区計画 
 
１ 施策（第３階層） 
 
２ 事務事業（第４階層） 
 

政策体系別計画 
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３ 区計画の構成 

第 2 期実施計画における区計画の構成については、第 1 期実施計画で⽰した内容を中⼼に、策定時からの
環境の変化等も踏まえながら、必要な項⽬を記載します。 

 

第 2 期実施計画を構成する主な項⽬ 

区 分 内 容 

区の概要 区の地形、歴史や⽂化、区名の由来など、区の特徴や特性
を記載します。 

まちづくりの⽅向性 区の現状と課題を踏まえて、⾝近な区役所において、参加と
協働で進める中期的なまちづくりの⽅向性を記載します。 

第 1 期の主な取組状況 第１期実施計画期間（平成 28（2016） 29 
（2017）年度）での主な取組状況を記載します。 

現状と課題 区 地理的 状況 ⼈⼝ 世帯構成 地域       変
化などを踏まえた地域課題を記載します。 

計画推進の主な視点 
第 1 期実施計画からの環境変化を踏まえ、第２期実施計画
期間（平成 30（2018） 33（2021）年度）に推進す
る計画の策定における主な視点を記載します。 

計画期間の主な取組 
区の現状と課題を踏まえ、第２期実施計画期間（平成 30
（2018） 33（2021）年度） 実施する主要な取組を
記載します。 

“それいいね”が広がるまちづくりに向けて 地域課題 解決 向  市⺠ 団体等 協働 連携  主
な取組を記載します。 

区マップ      区内 展開   道路 保育所   ⽣活基盤 
整備状況等をマップで⽰します。 
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４ 区計画策定にあたっての主な現状と課題 

（１）⼈⼝と⾼齢化の推移 
本市の将来⼈⼝推計では、多摩区が最も早くピークを迎え、平成 32（2020）年 境 ⼈⼝減少 転 

る予測です。市全体の⼈⼝ピークは平成 42（2030）年  最 遅 中原区      平成 52（2040）
年以降 ⼈⼝ 減少 転     ⾒込      。 

 
   また、⼤都市の中で平均年齢 若 本市     ⾼齢化率 急速 上昇     平成 37（2025）

年  中原区 ⾼津区 除 ５区  超⾼齢社会   21％を超え、平成 52（2040）年以降     
の区が超⾼齢社会となることが⾒込        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区別の高齢化率の推移（推計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平成 27（2015）年 国勢調査 結果  平成 32（2020）年以降 推計値            資料︓川崎市将来⼈⼝推計 
※⾼齢化率 21％を超えている箇所に網かけをしています。（21％を超えた社会は「超⾼齢社会」と定義されています。） 

H27
(2015)

H32
(2020)

H37
(2025)

H42
(2030)

H47
(2035)

H52
(2040)

H57
(2045)

H62
(2050)

川 崎 区 21.9% 22.8% 23.0% 23.5% 24.8% 27.1% 28.5% 29.6%

幸 区 22.4% 23.4% 23.3% 23.9% 25.7% 28.7% 31.1% 33.0%

中 原 区 15.1% 15.6% 16.2% 18.0% 20.9% 24.5% 27.6% 30.6%

高 津 区 17.4% 19.3% 20.4% 22.6% 25.7% 29.1% 31.5% 33.4%

宮 前 区 20.4% 22.6% 24.3% 26.7% 29.8% 32.4% 33.9% 34.3%

多 摩 区 18.7% 20.8% 22.5% 24.9% 27.9% 30.6% 32.5% 34.0%

麻 生 区 22.3% 24.6% 26.5% 28.5% 31.3% 34.4% 36.4% 36.9%

全 市 平 均 19.5% 21.0% 21.9% 23.6% 26.2% 29.2% 31.3% 32.8%

推計 １０年後 ２０年後 ３０年後
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（２）めざす都市像の実現に向けた区役所の役割 
これからの区役所は主に「安⼼のふるさとづくり」に向けて、⾝近な課題は⾝近なところで解決するという補完

性 原則 基  地域 密着  ⾏政機関         担    ⾏政     提供 加  地域 実
情 応     市⺠同⼠                通   市⺠ 主体的 取組 促 役割 果   
いくことが求められています。 

 
【「めざすべき区役所像」に基づく取組】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【区役所が行う主な行政サービス】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）市民目線に立った行政サービスを総合的に提供する区役所 
①総合行政機関としての着実なサービス提供の推進 

②市民感覚・現場起点による継続的な区役所サービス向上の推進 

③窓口サービスの機能再編 

④計画的な庁舎整備の推進 

（２）共に支え合う地域づくりを推進する区役所 
①地域づくりに向けた取組の推進 

②地域人材への支援と多様な主体間のネットワーク化の推進 

（３）多様な主体の参加と協働により地域の課題解決を図る区役所 
①地域課題対応事業の活用 

②区における中間支援機能の検討 

③地域づくりに向けた場の確保 

町内会・自治会支援など

戸籍・住民票・証明書 国民健康保険・年金 

道路・公園の維持管理高齢者福祉・介護保険・ 

 

健康づくり・動物・ 

 

生涯学習支援 交通安全・防災・防犯 

妊娠・出産・子育て支援

【７区共通の主な行政サービス】 

【地域課題対応事業】 

 

 

※これまでも担ってきた行政サービスの提供に加え、地域の実情に応じながら、 

区計画で

主に記載

地域包括ケアシステム、防災、健康づくり、子育てなど、区の地域特性に対応した事業

各区の地域資源を活かした魅力発信・賑わいづくり事業 など 

区の地域特性（地理的特性・地域資源）に 

 

市民同士のつながりやコミュニティづくりを通じて、市民の主体的な取組を促します。 

応じた展開 

障害者福祉・生活保護 

の地域振興 

公衆衛生 
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（３）地域包括ケアシステムの更なる推進 
   平成 28（2016）年４⽉ 各区役所 地域    ⽀援     設置  区    地域包括    

   構築 向  取組 推進      地域    ⽀援       ⽣活課題 抱  ⽅  適切 
対応を図るため、保健師をはじめとする専⾨多職種が、関係部署や社会福祉協議会、地域包括⽀援センタ
ーなどの関係機関と連携し、必要な⽀援につなげるとともに、地域ごとのニーズや課題の把握に努めながら、多
世代交流   場     地域 ⾒守 体制 構築   地域    進       

こうした取組により、各区では、町内会・⾃治会 ⺠⽣委員児童委員       団体 ⼤学   連携 
たそれぞれの地域特性を踏まえた取組が少しずつ形となって動き始めています。 

今後、少⼦⾼齢化がますます進展する中、⼦どもから⾼齢者までを対象とし、個別⽀援の強化を図るととも
  保健師等 地域 積極的 出向  地域    多様 主体 顔 ⾒  関係 築     ⽀ 合い
の地域づくりを進めるなど、「誰もが住み慣れた地域や⾃らが望む場で安⼼して暮らし続けることができる地域」
の実現に向けた区役所の取組が⼀層求められています。 

 
（４）地域防災⼒ 更なる強化 

区役所では、川崎市地域防災計画に基づき、各区で区地域防災計画を整備するとともに、災害発⽣時に
迅速な初動対応がとれるよう、消防局等の関係機関と連携した本部訓練を実施するなど、区災害対策本部
体制の強化を進めています。 

   区⺠ 防災意識 醸成 図        実践的 内容 主眼   区総合防災訓練 実施 避
難所運営会議や⾃主防災組織など地域主体の訓練に対する⽀援、災害要⽀援者への対応など、地域と連
携した取組を推進しています。 

今後 ⾸都直下地震 南海   地震 発⽣    ⾼   近年 多発       豪⾬への対応など、
区⺠ ⽣命 財産 守    地域 防災拠点   区役所 役割 ⼀層重要       ⾃助 共助
（互助） 公助 考  基  地域防災⼒ 強化 取組 求         

 
（５）区における参加と協働による地域課題の解決に向けた「新たなしくみ」の構築 
   本市では、「参加と協働による地域課題の解決の新たなしくみ」を構築するため、地域のありたい姿や、参加

と協働による地域課題の解決の推進に必要なコミュニティ施策などをまとめた「（仮称）今後のコミュニティ施策
の基本的考え⽅」の策定に向けた検討を進めています。 

   150 万⼈の⼤都市である本市は、    範囲 広⼤ 論点 多岐 渡     、検討にあたっては「市
域レベルの取組」「区域レベルの取組」「地域レベルの取組」の 3 層制 論点整理 ⾏     

   区役所においては、参加と協働の「新たなしくみ」の区域レベルの機能として、区における中間⽀援のあり⽅な
どについて、地域包括ケアシステム構築における地域づくりの取組など、関係局とも連携を図りながら検討してい
くことが求められています。 

「（仮称）今後のコミュニティ施策の基本的考え⽅」検討⽅針に基づく検討にあわせて、各区においても「新
たなしくみ」構築に向けて、必要な取組を推進していきます。 
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川崎区 
川崎区の概要 

 川崎区は、東海道五⼗三次の宿場町である旧川崎町、川崎⼤師平間寺の⾨前町である旧⼤師町、
企業 働 ⼈々 住宅地   発展    旧⽥島町 ３地区 臨海部 埋⽴地 構成     
す。明治時代から第⼆次世界⼤戦にかけて、東京からの⼯場移転等により市街地化が進み、戦後、
臨海部  重化学⼯業地帯 形成         伴  公害問題       都市問題が⽣じ
ましたが、環境改善に向けた取組を進め、現在では、公害を克服する過程で得られた経験を活かして
⾼度 環境関連技術 ⽣ 出   世界的     企業 研究開発機関 集積  先端産業都
市 中核   成⻑ 続       

 臨海部 殿町地区   国際戦略拠点                         環境分野   
先端技術の研究開発拠点の整備が進められている⼀⽅で、東扇島地区では、市内唯⼀の⼈⼯海浜
を有する東扇島東公園や、展望室   夜景 ⽇本夜景遺産 認定   川崎       市⺠
の憩いの場になっています。さらに、臨海部 ⼯場 事業所       ⽣産現場 訪  産業観光
  新  川崎 魅⼒   脚光 浴       

 市の⽞関⼝である川崎駅東⼝周辺地区で  駅東⻄ 回遊性 向上 図    JR 川崎駅北⼝
通路 整備 進           官公庁 商業     業   集積  中⼼市街地   充
実  都市機能 有     歴史 ⽂化 産業   魅⼒  地域資源 豊富       

 また、区の特⾊の⼀つとして外国⼈住⺠⼈⼝ 市内 最 多  多⽂化共⽣       特性 ⾒
ることができます。 

川崎区 主 地域資源 魅⼒等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■⼈⼝ 229,953 ⼈  ■世帯数 116,348 世帯 
■⾯積 40.25 km2  （平成 30（2018）年 1 ⽉１⽇現在）

川崎区の花  川崎区の⽊ 
「銀杏（いちょう）」 ⻑⼗郎梨  「ビオラ」      「ひまわり」 

● 

川崎駅東⼝駅前広場 

川崎マリエン展望室からの夜景 

東扇島東公園  
⼈⼯海浜（かわさきの浜） 

国際戦略拠点 
「キングスカイフロント」 

川崎⼤師平間寺 

川崎区役所
⽥島⽀所 

川崎区役所
⼤師⽀所 

川崎マリエン

川崎市役所 

川崎区役所 

富⼠通スタジアム川崎 

⼩⽥栄 

スポーツ・⽂化総合センター 
「カルッツかわさき」 

東扇島東公園

東海道    宿交流館
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まちづくりの⽅向性  

誰  住  良    思  安全 安⼼       

 川崎区  古   東海道川崎宿 宿場町   栄  臨海部  ⾼度 産業 集積       
市の⽞関⼝である川崎駅周辺は、官公庁や商業・サービス業などが集積する中⼼市街地として形成さ
     歴史 ⽂化 産業   魅⼒  地域資源 豊富       

      賑   歴史 ⽂化資源  融合    新     魅⼒ 創造 発信       昔  
  顔 ⾒  関係 地域      絆 ⼤切      地域  愛着 持  誰  住  良  
たと思える安全・安⼼なまちづくりを進めます。 

第 1 期の主な取組状況 
 

●地域資源を活かしたまちづくりの推進 
平成 35（2023）年 東海道川崎宿起⽴ 400 年 ⾒据   東海道    宿交流館  拠点   江⼾⾵意匠
 富  街道 景観 創出     川崎区     地域資源 活    魅⼒        推進     区内
     団体  連携    多  区⺠      触 合 機会 提供       

●区のイメージアップに向けた環境まちづくりの推進 
地域緑化 推進 環境意識 向上 図     区 花（        ）  区 ⽊（銀杏

い ち ょ う
 ⻑⼗郎梨）  活⽤

     美化推進 向  啓発活動 落書 防⽌ 向  取組   ⾏  区         推進       

●誰もが安⼼して、⽣き⽣きと暮らせるまちづくりの推進 
誰  気軽 ⽴ 寄  場        地域 縁側 活動    地域交流    
いの場づくりを推進するとともに、健康づくりボランティア等と協働した介護予防・健康づく
りに取り組み、⾼齢者等が⽣き⽣きと暮らせるまちづくりを推進しています。また、ひとり
暮  等⾒守 事業 認知症     養成講座 開催   通  地域住⺠ 関
係機関・団体が連携した地域包括ケア体制の充実に向けた取組を推進しています。 

●地域における⼦ども・⼦育て⽀援の推進 
地域全体で⼦育て家庭を⽀える環境づくりに向け、⼦育て⽀援の関係者間のネットワ
ーク強化を図るとともに、⼦育てに関する情報をまとめた「さんぽみち」等を通じた情報発
信  ⽇本語 不慣  ⼦   保護者  ⽀援   ⼦    ⼀⼈    家庭状
況 応  適切 ⽀援 取 組       

●安全 安⼼       向  地域防災⼒ 向上 
⾃主防災組織等 中⼼   地域防災⼒ 強化 向   避難所開設 運営訓練 ⽀援 外国⼈市⺠ 対象  
た防災講座の実施のほか、区災害対策本部体制の強化のための区職員の研修・訓練の実施や、津波に対する避難
⽅法の周知、コンビナートの安全対策の啓発などを推進しています。 

●交通安全 ⾃転⾞対策 推進 
⾃転⾞事故 防⽌ 向   警察 各種交通団体    連携   交通安全   
ペーン活動を実施し、交通ルールの遵守及びマナーの実践について広く啓発活動に取
 組    放置⾃転⾞防⽌ 向  街頭啓発 ⼩学⽣ 絵画 使⽤  路⾯啓
発    設置    放置⾃転⾞ 減少 向  取組 進       

  

認知症サポーター養成講座 

路⾯啓発    設置 
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現状と課題 
 
●豊  歴史 ⽂化資源     魅⼒的       多  地域資源       

 区内    川崎⼤師   開館以来毎年約５万⼈ 来館者 数
   東海道    宿交流館 等の歴史・⽂化資源、20 世紀の
産業技術の発展を今に伝える近代化遺産・産業⽂化財などが数多
くあります。 

 また、「スポーツ・⽂化総合センター（カルッツかわさき）」や「富⼠通
スタジアム川崎」などの「観る」、「楽しむ」スポーツ関連の施設があると
                     市⺠祭     魅⼒    
ントが多数開催されています。 

 更なる地域の活性化を図っていくために、東京 2020 オリンピック・パ
       開催 川崎駅周辺       進展 ⽻⽥連絡道路
 開通   区 魅⼒発信         図    好機    
地域資源を活かしたまちづくりや、環境まちづくりの推進が求められて
います。 

 

●⾼齢者が市内で最も多く、そのうち４⼈に１⼈がひとり暮らしです。 
 区内の⾼齢者数 51,209 ⼈（平成 29（2017）

年９⽉末現在）、ひとり暮らし⾼齢者数 12,451 ⼈
（平成27（2015）年10 ⽉国勢調査）及び介護
や⽀援が必要な⼈の数 10,068 ⼈（平成 29 年
（2017）年３⽉末現在） 市内 最 多  今後
 ⾼齢化 進展 増加 ⾒込        

 こうしたことから、介護予防などの健康づくり、ひとり暮ら
 ⾼齢者   閉       孤⽴化 防⽌ 多様
 主体 連携    ⾒守 ⽀ 合 地域      
川崎区らしい地域包括ケアシステムの構築に向けた取
組を進める必要があります。 

 

●⼦育 中 若 世代 転⼊   伴  新  環境 ⼦育      家庭 増   
ます。 
 核家族や共働き家庭の増加など⼦育て家庭を取り巻く環境が変化

する中、⼤規模マンションの増加などにより、慣れない環境での育児
 ⼦育  孤⽴化 悩 保護者 増          親家庭 
数が 2,077 世帯（平成 27（2015）年 10 ⽉国勢調査）と市
内で最も多いことなどから、⼦どもや⼦育て家庭を地域で⽀える環境
づくりが求められています。 

    外国⼈住⺠⼈⼝ 市内 最 多  ⽇本語 不慣  ⼦  
や保護者に対する⽀援や 不登校      等 悩 家庭   対
  ⽀援          家庭状況 応  適切 対応 進 
ていく必要があります。 

  

賑   交流 拠点 東海道    宿交流館  

⼦育て⽀援イベント（ジョイフルサタデー） 

区別ひとり暮らし⾼齢者数と⾼齢者⼈⼝に占める割合の推移

資料︓国勢調査

川崎区 幸区 中原区 ⾼津区 宮前区 多摩区 ⿇⽣区
平成17年
(2005年) 7,685 4,674 5,019 4,354 3,673 4,156 3,316
平成22年
(2010年) 10,573 6,413 6,683 6,337 5,781 6,249 5,170
平成27年
(2015年) 12,451 7,433 8,147 8,405 7,350 7,840 6,333
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●地域特性 踏   地域防災⼒ 向上 必要    

 ⾸都直下地震など⼤規模災害の発⽣が危惧される中、平成 27
（2015）年度区⺠          防災 関  事業  今後
特 ⼒ ⼊  欲  事業 最上位        市内 唯⼀臨海
部 有    ⽴地条件 、外国⼈市⺠ 多    区 特性 踏
   対策 進       地域 関係機関 隣接区 含 ⾏政 
連携  ⼤規模災害 ⽴ 向  体制 構築  実践的 訓練等 
実施が求められています。 

    川崎駅周辺 臨海部  多  企業 商業施設   集積 
        災害時 帰宅困難者対策 充実 求         

 

●⾃転⾞ 利⽤            安全 ⾃転⾞ 利⽤     取組 必要    
 平坦 地形        多  市⺠ 通勤 通学 買 物等 ⾃転

⾞ 利⽤     特  川崎駅東⼝周辺 ⾃転⾞利⽤ 集中   
ます。そのような中で、平成 28（2016）年中 ⾃転⾞事故 発⽣件
数 市内 最 多  神奈川県  ⾃転⾞交通事故多発地域  指定
されています。 

 ⾃転⾞利⽤者  交通   遵守    実践 啓発 安全 快適
 通⾏環境 整備 放置⾃転⾞対策の推進など、交通事故を減らし、
⾃転⾞   安全 快適 利⽤           取組 必要 
す。 

   

計画推進の主な視点 
 

 ⾼齢者数やひとり暮らし⾼齢者数が市内最多であることなどを踏まえ、川崎区らしい地域包括ケアシステムの構築に向け
た取組を進める必要があります。 

 臨海部 有  川崎区 ⽴地条件 踏   防災対策 津波対策    洪⽔対策 外国⼈市⺠に向けた災害時
 対応   地域特性 踏   地域防災⼒ 向上 求         

 
  

鶴⾒区 連携  帰宅困難者対策訓練

資料︓神奈川県警察 市区町村別⾃転⾞関係事故発⽣状況 

⾃転⾞関係事故発⽣状況（平成 28（2016）年中）

発⽣件数 死者数 負傷者数
川崎区 216 1 215
幸区 142 0 133

多摩区 135 0 129
中原区 121 0 124
⾼津区 119 0 111
宮前区 85 0 79
⿇⽣区 81 0 78

⾃転⾞事故

378



   
川崎区 

政
策
体
系
別
計
画 

総 

論 

10
年
戦
略 

基
本
政
策
１ 

基
本
政
策
２ 

基
本
政
策
３ 

基
本
政
策
４ 

基
本
政
策
５ 

区
計
画 

進
⾏
管
理
・
評
価 

計画期間の主な取組 

地域資源を活かしたまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  東海道    宿交流館 を拠点とした江⼾⾵意匠 富む景観の形成による賑わいの創出や、区内の
産業⽂化財等 活⽤  魅⼒発信 取組 進   か、区内の企業等で構成される「企業市⺠交流
事業推進委員会」の取組や「スポーツ・⽂化総合センター（カルッツかわさき）」などのスポーツ施設を活
かして 多様 主体 交流  機会          活性化 図     

主な取組の⽅向性 

● 東海道    宿交流館  拠点   歴史 ⽂化 活         推進

●東海道川崎宿起⽴400年 ⾒据  事業推進       基  取組 推進

●⺠間企業 商店街等  連携   東海道川崎宿 歴史 ⽂化 活         推進

 関連イベントの開催による賑わいの創出

 地域 伝        活   魅⼒発信 推進

●平成35（2023）年  東海道      全国⼤会  開催 向  取組 推進

●区内における近代化遺産・産業⽂化財を活⽤した取組の推進
     産業      講座       魅⼒発信 推進

 「かわさき産業ミュージアムガイドブック」を活⽤した近代化遺産・産業⽂化財のPRの推進

●企業 地域貢献及 ⽣活市⺠ 企業市⺠ 交流 協働 取組 推進
 企業市⺠交流事業推進委員会 運営

 企業等による中学⽣を対象とした出前授業の実施

●「かわさき区の宝物」を活⽤した取組の推進

東海道川崎宿起⽴400年
を迎える平成35（2023）
年を⾒据え、「 東海道かわさ
き宿交流館」を拠点に、市⺠
協働組織等との連携により、
東海道川崎宿の歴史・ ⽂化
資源を活かした事業を実施
し、魅⼒あるまちづくりを推進
します。

区内に散在する近代 化遺
産・ 産業⽂化財を活⽤して
区 魅⼒発信 推進    

開催回数︓3回以上

・ロードマップを踏まえた
江⼾⾵意匠 街  
の推進

・「東海道川崎宿
2023まつり」、スタンプ
ラリー等の開催

・講座等の効果的な開
催⽅法の検討・実施

事業推進

・講座等の効果的展
開

・リピーター確保に向け
 展⽰ 更新及 訪
⽇外国⼈ 意識  
展⽰の検討

・リピーターの確保及び
訪⽇外国⼈ 意識 
 展⽰ 更新

継続実施

継続実施

・東海道川崎宿フラッグ
 設置 更新 電柱巻
型案内板 更新

 江⼾⾵意匠 街   推進
・東海道川崎宿フラッグ
等 設置 更新

・調整・誘致活動の推
進及び全国⼤会を核と
した川崎宿誕⽣400
年記念     検討

・「東海道かわさき宿交
流館  運営

 平成34(2022)年 
区制50周年 ⾒据 
た展⽰の検討

 区制50周年 連動
した賑わいイベントの検
討

・ロードマップに基づく取
組の推進

・「かわさき区の宝物ガ
イドマップ」の活⽤

事業推進

・誘致に向けた検討・
調整の実施

・調整・誘致活動の推
進

・「かわさき区の宝物ガ
イドマップ」を活⽤した
区 魅⼒発信

H29開催回数︓2回

・「ウォーキングガイドブッ
ク」と⼀体化した新たな
ガイドブックの検討

（2016 17）年度

平成30（2018）

年度
平成31（2019）

事業推進開催回数︓3回以上 開催回数︓3回以上

平成34（2022）

年度 年度 年度 年度以降

・講座、ツアーの実施

 宿起⽴400年 ⾒
据えた取組の検討

・事業推進ロードマップ
の策定

・「東海道川崎宿
2023まつり」、「旧東
海道ウォーク」の開催

・「三⾓おむすびレシピ
コンテスト」の開催

・新たなガイドブックの活
⽤

開催回数︓3回以上

開催回数︓2回以上

事業名 平成33（2021）

地域資源を活かしたまち
づくり推進事業

・ガイドブックを活⽤した
ＰＲの推進

継続実施

・新たなガイドブックの発
⾏ 活⽤

 区制50周年 ⾒据
えた「かわさき区の宝
物  活⽤  魅⼒発
信の取組の検討

かわさき産業ミュージアム
推進事業

開催回数︓2回以上 開催回数︓2回以上 開催回数︓2回以上

  川崎臨海部 夢発
⾒︕       効
果的開催⽅法の検
討・実施

・Ｈ29ツアー開催回
数︓3回

川崎区企業市⺠交流事
業

H29開催回数︓3回
企業の地域貢献活動の機運
を⾼め、⽣活市⺠と企業市
⺠の交流の場づくりや協働に
よる魅⼒あるまちづくりを進め
ます。

現状 事業内容・⽬標
平成28 29 平成32（2020）
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区のイメージアップに向けた環境まちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●区内のスポーツ施設等を活かしたスポーツイベントの実施
 富⼠通スタジアム川崎を活⽤したアメフット体験イベントの実施

       区⺠認知度 ⾼  取組 検討 実施

          区⺠綱引 ⼤会  実施

 カローリングの周知・普及に向けた取組の推進

            富⼠⾒公園周辺施設 活⽤  障害者    体験会 検討 実施

地域・⽣涯スポーツ振興
事業

H29開催回数︓1回
H29参加チーム︓34
チーム

継続実施・体験会の開催及び⽤
具の貸し出し

・東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックにあわ
せた体験会の実施

・事業成果の検証を踏
まえた、持続的な取組
としての事業の展開

・障害者スポーツ体験
会の開催に向けた検討

・アメフットの試合への区
⺠招待 観戦    
の実施

年度以降

       区⺠認知
度 ⾼  取組 検討

H29開催回数︓1回
H29参加⼈数︓
1,040 ⼈

・アメフットの試合への区
⺠招待 実施

事業推進

年度 年度 年度

さまざまな主体が参加するス
ポーツイベントを開催し、誰も
がスポーツに親しむことができる
地域づくりを進めます。

・体験会の実施

開催回数︓1回
参加チーム:34チーム
以上

開催回数︓1回
参加チーム:34チーム
以上

開催回数︓1回
参加チーム:34チーム
以上

開催回数︓1回
参加チーム:34チーム
以上

開催回数︓1回以上
参加⼈数︓1,000⼈
以上

開催回数︓1回以上
参加⼈数︓1,000⼈
以上

開催回数︓1回以上
参加⼈数︓1,000⼈
以上

開催回数︓1回以上
参加⼈数︓1,000⼈
以上

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度

 「区の花（ビオラ・ひまわり）」「区の⽊（銀杏
い ち ょ う

 ⻑⼗郎梨）  活⽤ 区内⾼校 部活動 連携  地
域緑化 取組 草花 ⼿⼊       ⾒守 活動 実践   通   区         地域
活動参加  意識醸成 図       川崎駅周辺 落書 消   臨海部         捨 
防⽌対策など、美観向上や環境改善に向けた取組を推進します。

主な取組の⽅向性 

●区 花            区 ⽊ 銀杏  ⻑⼗郎梨  活⽤  取組

●地域緑化推進に向けた養蜂活動を周知するための学校等と連携したイベント(かわさきハニーフェスタ)の開催

●採取したハチミツの効果的な活⽤によるイメージアップの推進

●「四季の庭たじま」での地域緑化の推進

 ●児童 登下校 合   草花 ⼿⼊      ⾒守 活動（    ⾒守 運動） 実施

「四季の庭たじま」でのガーデ
ニング講座開催や、草花の⼿
⼊れをしながらの⾒守り活動
の普及により、地域緑化の推
進と区⺠の⾒守り意識の醸
成を図ります。

・ロゴマークを活⽤した
取組の推進

継続実施

グリーンアップたじま事業

      ⾒守 運
動」の実施

川崎区ミツバチプロジェク
ト⽀援事業

県⽴川崎⾼校の養蜂活動を
地域緑化推進の視点から⽀
援し 、区のイメージアップと魅
⼒ 向上 図    

      ⾒守 運
動」の実施及び実施エ
リアの拡⼤

H29開催回数︓1回

事業推進

・⼀層の地域緑化に資
するイベントの展開

講座開催回数︓1回
参加⼈数︓45⼈程
度

講座開催回数︓1回
参加⼈数︓45⼈程
度

・ハチミツの活⽤に向け
た取組の検討・実施

・ハチミツを使った製菓
を活⽤した取組の推進

講座開催回数︓1回
参加⼈数︓45⼈程
度

講座開催回数︓1回
参加⼈数︓45⼈程
度

H29開催回数︓1回
H29参加⼈数︓45
⼈

年度 年度以降年度

事業推進・区の花「ビオラ」「ひま
わり」の植栽・配布

継続実施  区制50周年 ⾒据
えた取組の検討

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29

事業推進

平成33（2021）平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020）

継続実施

（2016 17）年度 年度 年度

区の花・区の⽊推進事業

・区の⽊「銀杏」ＰＲイ
ベントの実施

平成34（2022）

「区の花」「区の⽊」 を活⽤し
て、区のイメージアップ、地域
緑化を推進します。

・⼀層の地域緑化推
進に向けた効果的連
携⼿法等の検討・イベ
ント実施

整備 完了（H28）
 ⽥島⽀所内における「四季の庭たじま」の整備

 「四季の庭たじま」でのガーデニング講座等の開催
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誰もが安⼼して、⽣き⽣きと暮らせるまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●落書 対策等 環境改善 向  取組 実施

●東扇島地区等    道路環境 改善 向  取組 実施

現状 事業内容・⽬標
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）事業名

年度 年度 年度以降（2016 17）年度

臨海部環境改善事業
事業推進

臨海部におけるごみの不法投
棄・ポイ捨て防⽌対策を実施
し、道路環境の改善・向上を
図ります。

 落書 消     剥
がしの実施及び地域住
⺠  効果的 連携 
よる取組の検討

継続実施    不法投棄   
捨て防⽌対策に向けた
清掃、植樹の伐採及び
除草等の実施

 落書 消 及 落書
き防⽌塗装の実施

川崎駅周辺落書 対策
事業

川崎駅周辺で落書き消しや
シール剥がしを実施し、美観
向上、環境改善を図ります。

事業推進

年度 年度
平成34（2022）平成28 29

●さまざまな機会や媒体を活⽤した普及啓発の検討・実施
 地域包括       理解促進 向  取組 推進

  川崎区版地域包括              活⽤  地域活動 推進及 地域⾒守 活動団体等  ⽀援

●地域情報・ニーズの把握・情報共有及び⽀え合いの地域づくりに向けた取組の推進
 地域包括       推進 資  地域活動 区⺠          向  取組 推進

 地区カルテ等を活⽤した地域課題の共有及び課題解決に向けた取組の推進

●区役所内部の推進体制に基づく取組の推進
 地域包括ケアシステム推進本部会議や地域マネジメントプロジェクト会議を中⼼とした推進体制に基づく取組の推進

地域包括ケアシステム推
進事業

H29講演会︓3回 ・効果的な講演会、イ
ベントの検討・開催地域包括ケアシステムの構築

に向けた普及啓発や⾒守り
活動団体等への ⽀援 を⾏
い、区⺠ニーズと地域活動と
の効果的なマッチングを推進
します。

・グッズや標語を活⽤し
た普及啓発の実施

・デジタルサイネージ、市
政だより川崎区版連載
企画などによる普及啓
発の検討・実施

・推進状況を踏まえた
パンフレットの改訂

・改訂後のパンフレット
の活⽤

・地域活動の把握・活
⽤

・地域活動の情報発
信及 区⺠     
効果的なマッチングの
推進

・地区カルテの作成  地区    更新及
びワークショップの開催
等を通じた地域の実情
に応じた⽀援の推進

・推進体制の整備 ・推進体制に基づく取
組の推進

        発⾏ 活
⽤

・パンフレットの活⽤

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度 年度 年度 年度 年度以降

事業推進

 誰もが住み慣れた地域で安⼼して暮らし続けることができるよう、川崎区らしい地域包括ケアシステムの
構築 向  普及啓発  地域包括       資  地域活動 区⺠          取 組
      地域交流 世代間交流 場     区⺠ 主体    健康   ・介護予防の活動を促
進するための取組を推進します。 

主な取組の⽅向性 
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地域における⼦ども・⼦育て⽀援の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

●縁側活動の普及啓発及び活動団体の⽀援の推進

●縁側連絡会 開催   活動団体同⼠ 交流 促進

●健康づくりボランティア等と協働した健康づくりや介護予防に向けた取組の推進

●健康づくりのための様々なツールの作成・活⽤

 ⽣活状況 振 返  健康    考                     発⾏ 活⽤

●夏休 等 ⻑期休業中 ⼩学⽣等 居場所   及 世代間交流 推進

⼩学⽣等の居場所づくりのた
めに、教育⽂化会館において
地域⼈材を活⽤した講座等
を開催し、地域の⼤⼈との世
代間交流 促進    

健康づくり・介護予防⽀援
事業

川崎区⼦  地域交流 
居場所づくり促進事業

事業名

「すべての⼈が⾃分らしく、い
きいきと、⽀えあいながら、健
やかに過ごせること」 をめざし
て、区⺠が楽し みながら健康
づくりができる活動を推進しま
す。

誰もが気軽に⽴ち寄ることの
できる地域の憩いの場「 地域
の縁側」活動を推進します。

地域の縁側活動推進事
業

平成32（2020）

現状 事業内容・⽬標
平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成33（2021） 平成34（2022）

（2016 17）年度 年度

開催回数︓４回程度H29開催回数︓4回 開催回数︓４回程度 開催回数︓４回程度

・活動紹介リーフレット
の活⽤、縁側イベントの
開催

・「ウォーキングガイドブッ
ク」の活⽤

継続実施

・居場所づくりや世代
間交流 取組 検討

・新たなガイドブックの発
⾏ 活⽤

・新たなガイドブックの活
⽤

・「シニアのためのおでか
け情報」の改訂・活⽤

      意識 醸成
に資するツールの検討

・「かわさき区の宝物ガ
イドマップ」と⼀体化し
        発⾏ 
向けた検討

・多様な地域⼈材を講
師とし、⾼校⽣等の学
⽣ボランティアをサポー
ターとして活⽤した⼩学
⽣向け講座等の実施

・「ウォーキングガイドブッ
ク」の活⽤

事業推進・健康づくり講座の実
施及び「ほほえみ元気
体操」の普及啓発

年度 年度以降年度 年度

事業推進

開催回数︓４回程度

・新規活動団体の掘り
起こし

・活動紹介リーフレット
やデジタルサイネージ等
の広報媒体を活⽤した
周知や縁側イベントの
開催による普及啓発

・「シニアのためのおでか
け情報」の活⽤

・「シニアライフノート」の
発⾏ 活⽤

事業推進

・「シニアライフノート」の
活⽤

●地域における効果的な⼦育て⽀援の実施に向けた⼦育て⽀援関係団体間の連携促進
 こども総合⽀援ネットワーク全体会議等の開催

事業推進H29全体会議︓2回

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度 年度 年度 年度 年度以降

全体会議︓2回以上 全体会議︓2回以上

講演会︓2回以上講演会︓2回以上 講演会︓2回以上 講演会︓2回以上

課題別部会︓4回以
上

課題別部会︓4回以
上

課題別部会︓4回以
上

課題別部会︓4回以
上

H29講演会︓2回

H29課題別部会︓4
回

こども総合⽀援ネットワー
ク環境整備事業

⼦育て⽀援関係機関のネット
ワークを強化し、地域における
⼦育て⽀援を効果的に⾏い
ます。

全体会議︓2回以上 全体会議︓2回以上

 こ  総合⽀援      会議   通  ⽀援団体間 連携促進  公⽴保育所等 活⽤  ⽀援
講座の実施等により地域全体で⼦育てを⽀援する環境づくりを進めます。また、⼦育てガイド等による効
果的 情報発信    学校⽣活  適応 困難 児童 ⽇本語 不慣  ⼦   保護者 対  
⽀援        状況 応  適切 ⽀援 取 組   。

主な取組の⽅向性 
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●⼦育て⽀援情報の発信
 川崎区⼦育てガイド「さんぽみち」の活⽤及び外国⼈向け⼦育て情報発信に向けた取組の検討・実施

●⽇本語 不慣  家庭 向   学校 保育園等   申請 基  通訳 翻訳 実施

●保育所等を活⽤した多様な⼦育て⽀援の推進
 地域の親⼦を対象とした⾷育や保健などの⼦育て⽀援講座の開催

・
 保育所や地域⼦育て⽀援センターなどの関係機関職員向けの研修の実施

●「こどもサポート旭町」の運営及び相談体制の充実

●不登校 引     ⼦  及   保護者等 向  ⽀援 推進
 個別⽀援検討会議及 不登校児等 保護者 会 開催

・相談⽀援体制の検
証及び検証を踏まえた
保護者に対する相談
⽀援の実施

・専任の相談員配置に
よる保護者に対する相
談⽀援体制の充実

・指導員による学習⽀
援等の実施

・メンタルボランティアに
  ⼼理的   実施

・指導員による保護者
に対する相談⽀援の実
施

事業推進

開催回数︓2回程度 開催回数︓2回程度 開催回数︓2回程度 開催回数︓2回程度

開所⽇数︓週4⽇ 開所⽇数︓週4⽇

開催回数︓5回以上 開催回数︓5回以上 開催回数︓5回以上

開催回数︓4回以上 開催回数︓4回以上 開催回数︓4回以上 開催回数︓4回以上

・⽀援状況の検証及び
検証を踏まえた学習⽀
援の実施
・取組状況の検証及び
検証を踏まえたボラン
ティアの効果的活⽤

事業名
（2016 17）年度 年度 年度

 外国⼈市⺠ 必要 
する情報の多⾔語によ
る⼀元的発信に向けた
検討

・「地域⼦育て⽀援セ
ンターのご案内」の発
⾏ 活⽤

事業推進

平成28 29 平成32（2020）

⼦育て中の保護者向けに、
⼦育て情報誌の発⾏、ホーム
ページ等による情報発信、区
役所庁舎内の情報コーナー
設置など、⼦育て⽀援や相
談窓⼝の情報を発信します。

H28通訳・翻訳件
数︓160件

・通訳・翻訳ボランティ
ア育成に向けた研修の
実施及 交流 推進

継続実施

開催回数︓20回程
度

開催回数︓20回程
度

事業推進・学校や保育園等から
の申請に基づく通訳・
翻訳の実施

平成34（2022）

継続実施

現状 事業内容・⽬標

年度 年度 年度以降

H28開催回数︓23
回

開催回数︓20回程
度

開催回数︓20回程
度保育所等を活⽤し た講座や

関係機関職員向けの研修な
どを実施し 、⼦育て世帯への
適切 ⽀援 ⾏    

・「さんぽみち」の活⽤ ・「さんぽみち」の改訂・
活⽤、外国語版の活
⽤

 外国⼈市⺠ 必要 
する情報の多⾔語によ
る⼀元的発信

平成33（2021）平成30（2018） 平成31（2019）

川崎区こども情報発信事
業

 ⺠間保育所等  協
働連携体制の推進

継続実施
H28開催回数︓3回

川崎区⼦ども⽀援機関通
訳・翻訳⽀援事業

・「さんぽみち」の改訂、
活⽤

・「さんぽみち」の活⽤・「さんぽみち」の活⽤

・区役所庁舎内の⼦
育て情報コーナーの運
営

⽇本語に不慣れな⼦どもや
保護者が孤⽴することを防ぐ
ため、⼦どもの⽀援を⾏う機
関からの申請に基づい て通
訳 翻訳 ⾏    

H29開所⽇数︓週4
⽇

・メンタルボランティアの
増員   ⼼理的  
の充実・地域ボランティ
アの活⽤

H29個別⽀援検討会
議︓5回
H29保護者の会︓4
回

開催回数︓5回以上

開所⽇数︓週4⽇ 開所⽇数︓週4⽇
川崎区思春期問題対策
事業

保育所等を活⽤した⼦育
て⽀援事業

事業推進

・通訳・翻訳ボランティ
アの育成

・指導員による学習⽀
援等の実施

学校⽣活への適応が困難な
児童等を⽀援する「 こどもサ
ポート旭町」を運営し、不登
校や引きこもりの⼦どもに適し
た社会参加の促し や、保護
者等  ⽀援 ⾏    
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安全 安⼼       向  地域防災⼒ 向上 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

●⾃主防災組織 中⼼   地域防災⼒ 向上 向  取組

●川崎区総合防災訓練の実施
 区⺠ 関係機関  連携   地域特性 応  実践的 訓練 実施

●川崎区の特性を踏まえた各種訓練の実施
 外国⼈市⺠ 対象   防災訓練 防災講座 実施

 津波避難訓練の実施

●川崎区危機管理地域協議会 開催
 「全体会議」の開催

  臨海部 帰宅困難者対策部会   ⾃主防災 特別⽀援部会   医療 救急部会         部会  開催

●区職員向けの訓練・研修の実施

・避難所開設・運営訓
練の⽀援
H29訓練数︓9回

・より実効性の⾼い訓
練の実施に向けた⽀援
訓練数︓9回以上

・九都県市合同防災
訓練会場としての総合
防災訓練の運営・実
施

開催回数︓1回 開催回数︓1回

 専⾨的⾒地   訓
練評価等を踏まえた職
員⾏動      改
訂

・図上シミュレーション訓
練などの⼀歩進んだ実
践的な職員向け訓練・
評価等の実施

開催回数︓6回以上 開催回数︓6回以上

区災害本部体制を充実、強
化するため、区職員の防災意
識、災害対応⼒の向上を図
      区⺠ 事業者 ⾏
政が連携し、災害に強いまち
づくりを推進します。

H29訓練・講座数︓
3回

H29訓練数︓1回

訓練・講座数︓3回以
上
・場所、⼿法等の検討
に基づく効果的な実施

訓練数︓1回以上
 ⺠間施設等  連携
に向けた検討・調整

川崎区危機管理対策事
業

年度

実施回数︓2回以上

年度 年度

・⾵⽔害も想定した⾃
主防災組織活動への
運営⽀援の推進

実施回数︓2回以上

訓練数︓9回以上 訓練数︓9回以上訓練数︓9回以上

事業名
現状

（2016 17）年度

H29実施回数︓2回
（川崎⼩・⽥島⽀援
学校桜校）

年度

事業内容・⽬標
平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成33（2021） 平成34（2022）平成32（2020）

年度以降

事業推進
津波に関する基本的知識や
避難⽅法を普及啓発すると
ともに、避難所開設・運営訓
練を実施するなど、⾃主防災
組織を中⼼とする地域の共
助（互助）による避難所体
制の充実・ 強化を推進しま
す。また、外国⼈市⺠の防災
意識の向上をめざし 、⽀援し
ます。

実施回数︓2回以上 実施回数︓2回以上

事業推進

※関連する事務事業︓施策１－１－１「地域防災推進事業」

訓練・講座数︓３回
以上

訓練・講座数︓３回
以上

訓練・講座数︓３回
以上

訓練数︓1回以上 訓練数︓1回以上 訓練数︓1回以上

開催回数︓6回以上 開催回数︓6回以上

地域防災⼒向上事業
・⾃主防災組織活動
の⽀援

・コンビナート安全対策
の周知

・出前講座などのコンビ
ナート安全対策の周知
 帰宅困難者訓練等
の合同実施及び協定
を踏まえた災害時の連
携体制の検討・強化

 隣接区(横浜市鶴⾒
区・幸区)との協定を踏
まえた訓練の実施

・訓練・研修実施

H29開催回数︓1回

H29開催回数︓6回

開催回数︓1回 開催回数︓1回

 ⾃主防災組織等を中⼼とした地域防災⼒ 強化 向  外国⼈市⺠ 含  地域 ⾃助 共助（互
助）意識 ⾼     継続的 ⽀援 ⾏  地域⼀体 ⼤規模災害 対応   地域      
       区災害本部体制 強化     区⺠ 防災意識向上    津波や⾵⽔害に対する正
  知識 避難⽅法        安全対策       啓発 推進     

主な取組の⽅向性 
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交通安全 ⾃転⾞対策 推進 
 

 

 

 

 

 

 

  

●幅広 世代 対象   ⾃転⾞事故 防⽌ 向  取組 推進

●交通安全関連団体と連携した啓発活動の実施

● 交通安全絵        実施 通  交通安全意識 醸成

●放置⾃転⾞ 減少 向  取組 推進
 ⼩学⽣ 絵画 使⽤  路⾯啓発    設置 更新

 区⺠         ⾃転⾞防⽌活動 実施

  川崎駅東⼝周辺地区総合⾃転⾞対策実施計画  基  取組 推進

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度 年度 年度 年度 年度以降

・⼊選作品を活⽤した
啓発活動の実施

・交通事業者等との連
携による応募作品の展
⽰

継続実施

・第3期実施計画に基
づく撤去活動・啓発
キャンペーン等の実施

・川崎駅東⼝での放置
⾃転⾞防⽌活動 実
施

・第2・3期実施計画に
基づく撤去活動・啓発
キャンペーン等の推進

事業推進

事業推進

⾃転⾞      事業

参加者数︓1,000⼈
以上

参加者数︓1,000⼈
以上

参加者数︓1,000⼈
以上

開催回数︓3回 開催回数︓3回 開催回数︓3回 開催回数︓3回H29開催回数︓3回
H29参加者数︓880
⼈

 スケアードストレート⽅式の交通安全教室
⾃転⾞利⽤者への交通ルー
ルの遵守、マナー向上と、交
通事故防⽌に向けて、各種
キャンペーンや交通安全教室
などを実施します。  ⼩学⽣・⾼齢者・ＰＴＡ・区職員等を対象とした交通安全教育

H29開催回数︓88
回

開催回数︓80回以
上

開催回数︓80回以
上

放置⾃転⾞の減少と駐輪場
の利⽤促進のための啓発活
動   ⾏    

川崎区新⼊学児童「交通
安全絵のコンクール」事業

新⼊学児童を対象とした「交
通安全絵のコンクール」を通じ
て、地域、家庭、学校が⼀体
で⼦どもを交通事故から守る
   意識 向上 図    

・コンクールの実施によ
る児童・保護者等の交
通安全意識 ⾼揚

継続実施

・⼊選作品をメインデザ
インとした広報物の作
成・配布など、継続的
な啓発活動への活⽤

既設    計画的更
新

・交通安全関連団体と
連携した街頭啓発キャ
ンペーンの実施

継続実施

・3か所設置（H29ま
で）

新規設置︓1か所新規設置︓1か所

参加者数︓1,000⼈
以上

川崎区放置⾃転⾞対策
事業

事業推進

H29開催回数︓1回
H29参加者数︓24
⼈

 交通安全⼦  ⾃転⾞⼤会

参加者数︓24⼈以
上

開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回
参加者数︓24⼈以
上

参加者数︓24⼈以
上

参加者数︓24⼈以
上

開催回数︓80回以
上

開催回数︓80回以
上

 ⾃転⾞事故 防⽌ 向   警察 各種交通安全団体   連携  交通安全      活動 ⾏ 
とともに、幅広い世代 対象 ⾃転⾞教室   開催  交通    遵守及     実践   
て、広く啓発活動に取り組みます。また、放置⾃転⾞ 減少 向   ⼩学⽣ 絵画 使⽤  路⾯啓
発シートの設置などの取組を推進します。

主な取組の⽅向性 
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地域の課題解決に向けたその他の取組

川崎区
 地域資源を活かしたまちづくりの推進

●     区         （市役所第３庁舎     定例      商業施設    
トなど）の実施

●多⾔語        配信     外国⼈市⺠ 向  効果的情報発信 推進

●外国⼈市⺠ 必要   情報 多⾔語   ⼀元的発信

●区⺠      実施

●区内のまちづくり推進組織等に対する活動⽀援の実施

●「参加と協働による地域課題の解決の新たなしくみ」の検討とあわせた、まちづくり推進組織等
のあり⽅の検討

●川崎区市⺠活動    （教育⽂化会館 ⼤師⽀所 ⽥島⽀所） 運営

●市⺠活動活性化    講座等 実施

●川崎区ガイドマップの作成・配布

 区のイメージアップに向けた環境まちづくりの推進

●市⺠      等  協働   草花 植栽 実施

●⽀所庁舎への「緑のカーテン」の設置

 誰もが安⼼して、⽣き⽣きと暮らせるまちづくりの推進

●川崎区地域保健福祉かわら版（ぽかぽか通信）ホームページへの情報掲載及びホームページ
 内容 掲載           発⾏

●啓発グッズ等を活⽤した効果的な普及啓発の推進

●⽥島地区    地域住⺠ 関係機関 連携   世代間交流 ⼦育 ⽀援       
ディネート

●地域住⺠ 関係機関   ⾃主運営  移⾏

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

事業内容・⽬標
平成28 29
（2016 17）

年度

平成34（2022）
年度以降

平成30
（2018）

年度

平成31
（2019）

年度

平成32
（2020）

年度

平成33
（2021）

年度

｢⾳楽のまち･かわさ
き｣推進事業

区⺠ 気軽 ⾳楽 楽     
う機会を設けることで、区のイメー
ジアップを図り、「⾳楽のまち・かわ
さき」を推進します。

事業推進

現状

広報･広聴事業

     媒体 活⽤    ⾏
政情報や地域情報の効果的発
信 取 組      区⺠ 意
⾒等 区政運営 反映    
  区⺠      実施    

事業推進

まちづくり推進事業
区内のまちづくり推進組織等の活
動を⽀援し、区の地域課題解決
等に向けた取組を推進します。

事業推進

市⺠活動⽀援事業

市⺠活動 必要 資源   
 市⺠活動      区内３ 
所 設置  市⺠活動団体 活
動を⽀援します。

事業推進

ウェルカム川崎区事業

区 魅⼒ ⽣活 役⽴ 情報 
掲載した区のガイドマップを転⼊
者 配布  転⼊者 ⽣活 利
便性向上 地域  愛着 醸成
を図る取組を推進します。

事業推進

川崎区エコプロジェク
ト事業

地域における緑化推進及び環境
問題 関  区⺠意識向上  
  区⺠  協働   啓発活動
を実施します。

事業推進

地域の保健福祉情報
発信事業

保健、福祉、⼦育てに関する情
報を、ホームページ等を活⽤して
効果的 区⺠ 発信    

事業推進

⾼齢者⽀援普及啓発
事業

「地域包括⽀援センター」などの⾝
近 相談機関 区⺠  浸透 
認知症の早期診断・早期対応に
向けた普及啓発を推進します。

事業推進

⽥島地区世代間交
流 ⼦  ⼦育 ⽀援
事業

地域 住⺠ 施設関係者   
⽴ 上     ⽥島⼦   ⼦育
           世代間交流
や⼦育て世代⽀援の実践的活
動を通じて、地域コミュニティの活
性化を図ります。
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川崎区
 地域における⼦ども・⼦育て⽀援の推進

●「かわさき区⼦育てフェスタ」の開催

●発達障害   疑    ⼦   保護者 対象   学習 交流会
     ⼒ 育       開催

●男性 育児参加促進 世代間交流 図    取組 推進

●⽀援 担 ⼿ 拡充 向  ⺠間保育所等  連携

●「川崎区周辺⼦育て施設マップ（⽇本語版・外国語版）」の作成

●きめ細やかな保育所等⼊所相談の実施

 交通安全 ⾃転⾞対策 推進

●地域住⺠ 関係団体 ⾏政 ⼀体    地域      実施

●安全・安⼼のまちづくりに向けたキャンペーン等の啓発活動の実施

 区役所サービス向上事業

●サービス向上委員会や職員研修の開催による区役所サービス向上の取組の推進

●窓⼝対応におけるTV通訳システム・電話通訳システムの活⽤

 地域課題対応事業その他事業

●市⺠提案型協働事業 募集 選定 実施 事業評価

 区の新たな課題即応事業

●新たに発⽣する課題に対応する事業の実施

平成30
（2018）

年度

平成31
（2019）

年度

平成32
（2020）

年度

平成33
（2021）

年度

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

現状
平成28 29
（2016 17）

年度

区の新たな課題即応
事業

新  ⽣  課題  適切  迅
速に対応し、解決に向けた取組
を推進します。

事業推進

区⺠    向上事
業

「区役所サービス向上指針」に基
づき、区職員の⼈材育成、窓⼝
環境の整備等を進め、より質の⾼
い区役所サービスの提供に取り組
みます。

事業推進

いきいきかわさき区提
案事業

地域課題 解決 向   市⺠
活動団体等から事業提案を募集
し、区と提案団体がお互いの特性
を活かしながら、協働による取組
を推進します。

事業推進

待機児童対策強化事
業

保護者のニーズを⼗分に把握し、
状況に応じた多様な保育施設の
情報提供 ⾏       待機
児童解消に向けた取組を進めま
す。

事業推進

安全･安⼼まちづくり
推進事業

地域住⺠ 事業者 関係団体 
⾏政 連携  防犯 防⽕ 交
通安全の対策に取り組み、安全
で安⼼なまちづくりを推進します。

事業推進

発達に課題のある未
就学児への⽀援事業

発達障害やその疑いのある⼦ども
の保護者が、⼦育てにおいて抱え
る悩みを解決していけるように、学
習 交流会 開催    

事業推進

男性の育児参加促進
事業

⽗親向け⼦育て講座、イベント等
 実施  男⼥ 共 担 育児 
実現をめざします。

事業推進

かわさき区⼦育てフェ
スタ事業

⼦育てしやすい地域づくりを⽬指
して、「かわさき区⼦育てフェスタ」
 開催  多世代    区⺠ 
交流 ⼦育 情報 発信 推進
します。

事業推進

事業内容・⽬標

平成34（2022）
年度以降
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「 

“それいいね”が広がるまちづくりに向けて 

●企業市⺠   中学校出前授業 

 川崎区では、区内の企業や地域団体   構成   川崎区企業市⺠交流事業推進委員会」によ
 企業市⺠交流事業 実施  企業 地域社会  貢献活動 気運 ⾼       企業 市
⺠ ⾏政 三者の連携による、⽣活市⺠ 企業市⺠ 交流 場    取 組       

 「中学校出前授業   企業市⺠交流事業 ⼀環    平成26（2014）年度  実施    
す。中学⽣が「仕事をする未来の⾃分」を主体的に考えられる貴重な機会となっており、また、授業を
⾏ 企業等にとっては 普段接       地域 ⼦      交流 通  地域貢献 場となって
います。 

 企業市⺠交流事業推進委員会では、 出前授業      川崎臨海部 夢︕発⾒バスツアー」や
「かわさき区宝物        作成  区 魅⼒ 資源 活   取組を展開しています。 

「中学校出前授業」はこんな内容です︕ 

 川崎区企業市⺠交流事業推進委員会 所属する企業や団体等が中学校に出向き、「働くというこ
と」をテーマとして、約１時間の授業を対話形式で⾏っています。それぞれの企業等の特性を活かしな
がら、講師が⾃らの経験を通じて感じている仕事のやりがいや喜び、これまで克服してきた困難などを、
同じ地域で働く⼈⽣の先輩として中学⽣に伝えます。 

 

 

 

 

 

今後の展開に向けて 
 平成 29（2017）年度 15 を超す企業等 参加  年間２校 実施     実施後は、講師

を務めた⽅々同⼠の意⾒交換会 ⾏      委員会 課題 検討 ⾏  学校や⽣徒のニーズ
を捉えた  良 内容      毎回⼯夫 重       

 職場体験 部活動  交流など、出前授業をきっかけとして、企業と学校との連携した取組に発展し
 事例    今後、企業によるさらなる地域貢献の展開につながる可能性を有している事業です。 

 

★市⺠ 想        

 

 

 

授業後は報告会を開き、⽣徒が授業
 印象 残  ⾔葉 感想 報告 

 中学⽣なりに仕事について考え、吸収しようとする姿に新鮮な感動を覚えます。講師にとっても
「働く」ということをあらためて考えさせられる、いい機会となっています。（参加企業講師） 

 働くことは⾃分⾃⾝で考えること。そのためには何事にも興味を持ち、⼀⽣懸命やることが必要
だと思いました。困難なことにも積極的に取り組み、将来につなげていきたいです。（⽣徒） 

 学校での学習や経験を通して、⾃⼰を⾼めようとすることが⾃分の将来をよりよくすることにつな
がるということを教えてもらう貴重な場となっています。（実施校） 

参加企業等が趣向を凝らした授業を展開 
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川崎区 
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策
体
系
別
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画 
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論 

10
年
戦
略 

基
本
政
策
１ 

基
本
政
策
２ 

基
本
政
策
３ 

基
本
政
策
４ 

基
本
政
策
５ 

区
計
画 

進
⾏
管
理
・
評
価 

 

 

●“ちょっと楽しい、何だか嬉しい” 地域の⽀え合いの取組 

地域の縁側「笑寺
わらってら

かわさき」で、笑いヨガの掛け声が笑顔の花を咲かせています 

 地域の縁側とは︖ 

誰  気軽 ⽴ 寄  憩  場所    現在区内 13  所            茶飲  ⼩物
作  体操 ⽣活 役⽴ 講座   縁側団体        活動 ⾏        

 地域が輝く新しいアイディア︕みんなの想いが重なって、お寺が楽しい集いの場になりました。 

「地域のために何かしたい」そんな活動代表者の想いと「お寺を地域の⼈に活⽤してほしい」という住職の
想いが結びつき、宮本町の「幸福寺  ⽉１回笑     茶飲みを楽しむ集いの場が開かれるように
なりました。 

 楽しい時間を演出する「カフェボランティア」の存在が光っています。 

笑寺かわさきでは、カフェボランティアさんが淹れてくれる温かい
コーヒーが、笑いヨガの後の楽しいひとときを作りだしています。 

 

 

 

 

 

 

 

⼤規模        孤⽴       乳幼児 応援   ⾚            

 ⼩⽥栄の⼤規模マンション    育児不安 抱  ⼦育 世代 孤⽴            地域 
皆   想   ⼦育 世代 気兼   集    ⾚            ⽴ 上       地域
包括⽀援センター ビオラ川崎」の集会室で⽉ 1 回⼿遊  育児 悩 相談   ⾏        

 地域で活動する男性のグループや
マンション内のボランティアグループ
が地域包括⽀援センターでの活動
が縁となって集まり、⾚ちゃんとママ
のつどいを⽀えています。 

 
 

★市⺠ 想        

 

 腹 底  声 出 機会   他      ⼒
が湧いてきて楽しい」と参加者の皆さんから⼤好評 

思 切 笑   体 動     笑いヨガのあとは、コーヒーを飲みながら
おしゃべりを楽しみます。 

歌 遊戯 読 聞     ⾏       先輩ママに相談する場⾯も 

 参加者の中には、ひとり暮らしで普段⼈とおしゃべりする機会が少ない⽅もいます。体を動かし
たり、皆さんとおしゃべりしたりすることで表情が明るくなり    顔⾒知  増えて⽇頃のお付
き合いにつながっているようです。（「笑寺かわさき」スタッフ） 

 ⼦育ての悩みを誰に相談すればいいのか分からなかったのですが、「⾚ちゃんとママのつどい」に
参加してからは、同じ⼦育て中の⼈たちや先輩ママに相談したりしています。外で会った時も挨
拶するなど気軽に相談できる関係になっています。（「⾚ちゃんとママのつどい」参加者） 
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川崎区
地 域 の 課 題 解 決 に
向 け た 取 組 の 一 覧

　地域資源を活かしたまちづくりの推進

○ 地域資源を活かしたまちづくり推進事業

○ かわさき産業ミュージアム推進事業

○ 川崎区企業市民交流事業

○ 地域・生涯スポーツ振興事業

「音楽のまち・かわさき」推進事業

広報・広聴事業

まちづくり推進事業

市民活動支援事業

ウェルカム川崎区事業

　区のイメージアップに向けた環境まちづくりの推進

○ 区の花・区の木推進事業

○ 川崎区ミツバチプロジェクト支援事業

○ グリーンアップたじま事業

○ 川崎駅周辺落書き対策事業

○ 臨海部環境改善事業

川崎区エコプロジェクト事業

　誰もが安心して、生き生きと暮らせるまちづくりの推進

○ 地域包括ケアシステム推進事業

○ 地域の縁側活動推進事業

○ 健康づくり・介護予防支援事業

○ 川崎区子ども地域交流・居場所づくり促進事業

地域の保健福祉情報発信事業

高齢者支援普及啓発事業

田島地区世代間交流・子ども子育て支援事業

　地域における子ども・子育て支援の推進

○ こども総合支援ネットワーク環境整備事業

○ 川崎区こども情報発信事業

○ 川崎区子ども支援機関通訳・翻訳支援事業

○ 保育所等を活用した子育て支援事業

○ 川崎区思春期問題対策事業

かわさき区子育てフェスタ事業

発達に課題のある未就学児への支援事業

男性の育児参加促進事業

待機児童対策強化事業

　安全・安心なまちづくりに向けた地域防災力の向上

○ 地域防災力向上事業

○ 川崎区危機管理対策事業

　交通安全と自転車対策の推進

○ 自転車マナーアップ事業

○ 川崎区新入学児童「交通安全絵のコンクール」事業

○ 川崎区放置自転車対策事業

安全・安心まちづくり推進事業

　区役所サービス向上事業

区民サービス向上事業

　地域課題対応その他事業

いきいきかわさき区提案事業

　区の新たな課題即応事業

区の新たな課題即応事業

事業名　（○は本計画で「計画期間の主な取組」として掲載している事業）
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幸 区 
幸区の概要 

 幸区  市 南東部 位置  市内 最 ⾯積 ⼩  ⼈⼝密度 ２番⽬ ⾼ 区   区域  
北  東 流  多摩川 挟  東京都⼤⽥区  ⻄  南 流  ⽮上川 鶴⾒川 挟  横浜
市鶴⾒区 港北区 隣接      区 中央  ＪＲ南武線 横須賀線 南北 通     ＪＲ
川崎 尻⼿ ⿅島⽥ 新川崎 ４駅 ⽴地     国道１号 国道 409 号が交差するなど、交通
利便性 ⾼  ⼤  特徴    

 区の名前は、明治 17（1884）年 明治天皇 観梅   ⾏幸     由来   御幸村  村
名を継承し、「幸多い」地域になって欲しいという地域の⼈々の願いを込めて、昭和 47（1972）年 
区制実施時に「幸区」と名付けられました。区役所庁舎は、昭和 50（1975）年 現在地 建    
40 年後 平成 27（2015）年  新  庁舎 ⽣  変   「地域コミュニティの拠点」、「地域防
災の拠点」等として重要な役割を担っています。 

 幸区の区域は、かつて⽔⽥を中⼼とした農村地帯でしたが、明治期には⼯場の進出が始まり、戦後の
⾼度経済成⻑期  公営住宅 社宅 多数建設   ⼈⼝ 急増     昭和 40 年代以降 
⼯場 移転 進  跡地  ⼤型共同住宅 ⼤規模商業施設   建設       

 川崎駅⻄⼝周辺      川崎          東芝未来科学館、ラゾーナ川崎プラザ、⾼層集
合住宅等 ⽴地     北⼝通路⻄側   等 整備など、市の新たな顔としてのまちづくりがさらに
進んでいます。 

 新川崎 ⿅島⽥駅周辺などでは、⼤規模マンション等の建設が引き続き進められており、今後も⼈⼝の
増加 ⾒込        

 都市化 進 中  区 ⻄部    加瀬⼭  名前 親   、地域の歴史にもふれられる⾃然の
中に夢⾒ 崎公園 ⽴地  地域住⺠ 憩  場         

幸区 主 地域資源 魅⼒   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸区の⽊ 幸区の花 
「ヤマブキ」 「ハナミズキ」 

■⼈⼝ 166,182 ⼈  ■世帯数 78,628 世帯 
■⾯積 10.09 km2  （平成 30（2018）年 1 ⽉１⽇現在） 

⽇吉出張所 

幸区役所 

御幸公園の梅 

新川崎 ⿅島⽥駅周辺 

加瀬⼭（夢⾒ 崎公園） 川崎駅⻄⼝周辺 
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まちづくりの⽅向性  

「しあわせあふれるまち さいわい」 

 幸区は、緑の中で動植物とのふれあいや歴史を感じることができる加瀬⼭や、うるおいある⽔辺の多摩
川などの「⾃然空間」と、ミューザ川崎シンフォニーホールをはじめとした⽂化・芸術施設や商業・産業など
が集積し活気のある「都市空間」が調和したまちです。  

 新  区⺠      暮     区⺠  誰  地域      ⽀ 合      魅⼒    多
彩 地域 資源 ⼤切      地域  愛着 誇     ⾼  安   幸  実感      
きるまちづくりを進めます。 

第 1 期の主な取組状況 
 

●地域資源を活かしたまちづくりの推進 
区内 ⾃然  ⽂化 芸術 歴史   地域資源 活      区⺠ 地域  愛着 誇  育          
梅 名所    御幸公園周辺  区⺠  協働   梅林 復活 植樹   取組 進         研究開発
施設等が集積している特⾊を活かした科学体験イベントを実施するなど、さまざまな主体と協働・連携し、賑わいと彩り豊
   魅⼒        進       

●健康で安⼼して暮らし続けられるまちづくりの推進 
地域包括ケアシステムの構築 向   幸区 近所⽀ 愛   事業  通   地域住⺠ 主体    声   ⾒
守 活動等 実施  ⾝近 地域課題 解決 図         地域住⺠ 住 慣  地域 安⼼  暮  続
           地域 ⾒守 ⼈材 育成 ⽬的   講座 開催  健康   活動  ⽀援 ⾏    住⺠主
体の⾃助・互助の取組を強化し、地域コミュニティの活性化を進めています。 

●安⼼して⼦育てできるまちづくりの推進 
⼦育て家庭のニーズが多様化していることから、個々の家庭の状況に応じたきめ細かな相談・⽀援に取り組むとともに、地
域全体で⼦育て家庭を⽀えるしくみづくりを進めています。また、外国につながりのある⼦どもへの学習⽀援など、特別な
配慮を必要とする⼦どもやその家庭を⽀援しています。 

●地域コミュニティ活性化の推進 
⼤規模      建 地域    ⾃治会組織 設⽴ ⽀援              活性化 向   町内会 ⾃
治会への加⼊促進や担い⼿の育成、既存町内会等との連携を推進しています。また、コミュニティスペースを備えた区役
所庁舎 有効活⽤ 図     市⺠活動 活性化 向  取組 推進       

●安全で安⼼に暮らせるまちづくりの推進 
⼤規模 地震等 発⽣  際  各避難所 混乱  避難所 開設及 運営 ⾏    ⾃主防災組織等 連携 
た避難所開設・運営訓練を区内全避難所（23 か所）で実施する     防災意識向上 向  啓発活動 新川
崎 ⿅島⽥駅及 川崎駅⻄⼝周辺      帰宅困難者対策 区内 ⽴地  企業 隣接区  防災 関  連
携 強化         ⾃転⾞事故防⽌ 向  交通安全         啓発活動 ⾃転⾞通⾏環境 整備
など、ソフト・ハード⾯の取組を推進しています。 
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現状と課題 
 

●⾃然 ⽂化   調和  魅⼒  地域資源           

 貴重 ⾃然 残 加瀬⼭   市内唯⼀ 動物園    夢⾒ 崎公園   
        御幸公園  多摩川   区⺠ 親    憩  安   空間
があります。 

 世界的な⾳楽ホール「ミューザ川崎シンフォニーホール」や、多くの来場者で賑わう
「ラゾーナ川崎プラザ」、最先端分野の研究開発拠点「新川崎・創造のもり」など、
魅⼒    地域資源        資源 活      区⺠ 地域  愛
着と誇りをさらに⾼めていくことが求められています。 

 

●⾼齢化率 21％を超えており、50％を超える地区もあります。 
 区全体 ⾼齢化率 21.6％（平成29（2017）年9 ⽉末現在）と、

全市平均の 19.6％を上回り、超⾼齢社会 ⽔準   ⾼齢化率 21％
 超         町丁   ⾒   50％を超える地区もあります。 

 ひとり暮らしの⾼齢者や⾼齢者のみの世帯も増加を続けており、要介護⾼
齢者や認知症⾼齢者も増えています。こうした何らかの⽀援を必要とする
⾼齢者等が増加する中、幸区の特徴を活かした地域包括ケアシステムの
構築に向け、⾝近な地域で多様な主体が連携した、⾃助・互助の取組が
求められています。 

 

●⼦育て家庭が増加しニーズも多様化しています。 
 ⼤規模マンションへの⼦育て世帯の転⼊等に伴い、区内の⼦どもの⼈⼝が

増加しています。共働き家庭の保育ニーズの⾼まりや、核家族化による⼦
育   不安 孤⽴感  対応   多様化  ⼦育 家庭     
対し、⼦育て情報の発信や、地域でのつながりを⾼めていく取組などが求め
られています。 

 児童虐待の未然防⽌や、外国につながりのある⼦どもの学校・地域からの
孤⽴  対応   特別 配慮 必要   ⼦   家庭 対  ⽀援団
体等の連携による地域全体での⽀え合いが求められています。 

 

●⼤規模      建設      新  区⺠ 増       
 新川崎 ⿅島⽥駅周辺   ⼤規模      建 地域   新  

転⼊  区⺠ 以前  暮     区⺠  交流  地域    ⽀ 
合 意識 醸成   求         

 区内 町内会 ⾃治会  加⼊率 68.5％（平成 29（2017）年
4⽉1⽇現在） 全区 中 最 ⾼ ⽔準       近年 低下 
傾向    役員 ⾼齢化 後継者不⾜   課題 抱       

 ⾝近 課題 地域 解決       住⺠相互 連携   ⾃主的
 活⼒ 満  地域       実現 必要    町内会 ⾃治会 
市⺠活動団体 取組  ⽀援   求         

  

新川崎 ⿅島⽥駅周辺       

川崎駅⻄⼝周辺 

65 歳以上⼈⼝⽐率（上位 5 町丁）

15 歳未満⼈⼝⽐率（上位 5 町丁）

町丁名 割　合 地　区

1 河原町 54.1% 御幸
2 東古市場 29.9% 御幸
3 小倉 29.1% 日吉
4 古市場２丁目 29.1% 御幸
5 古市場１丁目 28.5% 御幸

21.6%
19.6%

（幸区平均）

（全市平均）

町丁名 割　合 地　区

1 新川崎 30.7% 日吉
2 新小倉 23.5% 日吉
3 神明町１丁目 20.3% 御幸
4 遠藤町 19.9% 御幸
5 戸手本町２丁目 19.3% 御幸

13.4%
13.0%

（幸区平均）

（全市平均）

夢⾒ 崎動物公園 

資料︓市町丁別年齢別⼈⼝ 
平成 29（2017）年９⽉末現在

資料︓市町丁別年齢別⼈⼝ 
平成 29（2017）年９⽉末現在
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●地域防災⼒ 強化   安全 安⼼  区⺠ 意識 ⾼        
 平成 28（2016）年度区⺠     調査     10 年後    

べきまちとして、「地震や⼤⾬などの災害に強いまち」や「防犯・交通安全
など安全・安⼼な暮らしのできるまち」が上位に挙げられています。また、
平成 28（2016）年 熊本地震  各地 発⽣  洪⽔等 災害 
   区⺠ 地域防災⼒強化  意識 ⼀層⾼        

 ⾃主防災組織 中⼼  地域住⺠ 主体    実践的 訓練 継
続して実施するとともに、地域住⺠ 企業 関係団体 機関 ⾏政等 
多様 主体間 連携強化 図    隣接区  広域的 連携  ら
に推進するなどにより、いつ、どこで発⽣するかわからない災害に、⽇頃か
ら備える必要があります。 

   

 

計画推進の主な視点 
 

 ひとり暮らし⾼齢者など、今後⽀援が必要となる⾼齢者等が増えていくことから、⾝近な地域で多様な主体が連携した、
⾃助・互助の取組の推進が求められています。 

 ⼤規模地震 発⽣ 懸念     中 地域住⺠ 企業 関係団体 機関 ⾏政 互  連携       実践的
な訓練⽅法を記した「幸区避難所開設・運営訓練マニュアル」を活⽤した訓練等を継続的に実施しながら、災害に備え
ていく必要があります。 

 
 
 
 

 
  

避難所開設訓練 
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計画期間の主な取組 

地域資源を活かしたまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

●梅林 復活 植樹 取組 推進
 樹勢回復 植樹等 実施

     寄附⾦制度 活⽤  梅植樹 推進

●地域住⺠ 学校等 連携  取組 推進

●御幸の歴史・⽂化の伝承に向けた取組の推進
 歴史⽂化に関する講演会の実施

 梅の花や祭りの⾵景など梅に因んだ写真展の開催

●公園 利⽤促進 向  環境整備 推進

●区⺠ ⾝近 場所 気軽 ⾳楽 楽   取組 推進
 気軽 良質 ⾳楽 区役所等 定期的 楽   ｢夢     ｣ 実施

 ミューザ川崎シンフォニーホール等を会場とした｢さいわいハナミズキコンサート｣の実施

●科学体験イベントの実施
 実験やものづくりなどを通じて科学に親しむ｢さいわいテクノ塾｣の実施

 新川崎・創造のもり地区を会場とした「科学とあそぶ幸せな⼀⽇」の実施

 区内の企業との連携による｢さいわいトライサイエンス実験教室｣等の実施

事業推進

・ミューザ川崎シンフォ
      年1回実
施

実施回数︓1回 実施回数︓1回

実施回数︓1回 実施回数︓1回

実施回数︓1回 実施回数︓1回

実施回数︓3回

梅植樹数︓10本

実施回数︓1回 実施回数︓1回

 幸市⺠館 年1回実
施

 連携   魅⼒発信

 散策路 整備

事業推進

事業推進

H28参加者数︓
22⼈

実施回数︓3回 実施回数︓3回

実施回数︓8回

実施回数︓1回

実施回数︓8回 実施回数︓8回 実施回数︓8回

実施回数︓3回

H29実施回数︓7回
(  記念     
(1,200⼈来場)1
回）

実施回数︓1回 実施回数︓1回 実施回数︓1回

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度以降

平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）
年度 年度 年度 年度

・健康増進器具等の
整備

 記念     検討

・学校における梅の学
習

・学校への植樹の促進

H29実施回数︓1回 実施回数︓1回

H29梅植樹数︓
30本

 散策路 設計等 実
施(H29)

H29開催数︓1回

 散策路 整備

御幸公園梅⾹事業

公園内の散策路等の整備
や、区⺠との協働による取組
を「御幸公園梅⾹（うめかお
る）事業推進計画」に基づき
実施し 、市制100周年に向
けて、区の魅⼒向上を図りま
す。

梅植樹数︓30本 梅植樹数︓10本 梅植樹数︓10本

・梅苗⽊の植樹等の実
施

 寄附⾦募集 開始
（H29）

継続実施

開催数︓1回 開催数︓1回

さいわいものづくり体験事
業

H28来場者数︓
1,300⼈

H28実施回数︓3回

H29参加者数︓
31⼈

H29来場者数︓
1,200⼈

⾳楽のまち推進事業

 アマチュアを中⼼とした演奏者による｢さいわい街かどコンサート」の実施

ミューザ川崎シンフォニーホール
   区⺠ ⾝近 場所 ⾳
楽に親しめる環境をつくり、
「 ⾳楽のまち・かわさき」 を推
進します。

新川崎・創造のもりなど、研
究開発施設等が集積し た幸
区の特⾊を活かした科学体
験イベントを実施します。

 区内 ⾃然  ⽂化 芸術 歴史   地域資源 活      区⺠ 地域  愛着 誇  育
んでいくため、区⺠ 市⺠活動団体 企業   さまざまな主体と協働・連携し、賑わいと彩り豊か
  魅⼒        進     

主な取組の⽅向性 
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健康で安⼼して暮らし続けられるまちづくりの推進  
 

 

 

 

 

 ●区内の緑化推進
 地域の緑化活動団体と連携した「区役所前花いっぱい事業」の実施

 花苗の配布等を通じた緑化活動団体への⽀援の実施

 緑化活動団体 連携  花植活動及 維持管理 実施

●夢⾒ 崎公園 活⽤  魅⼒発信 推進
 地域活動団体等と連携した賑わい創出に向けた取組の実施

 ⽇吉合同庁舎 活⽤  夢⾒ 崎公園 魅⼒発信

 夢⾒ 崎動物公園 動物 題材              活⽤  魅⼒発信

貴重な地域 資源 であ る夢
⾒ 崎公園 魅⼒ ⾼  地
域のコミュニティ拠点として、区
⺠の憩 う空間づくりを推進し
ます。

年度以降

     更新(H28）

・団体同⼠の情報交
換(H29）

・具体的な取組の検
討・実施

・⽅策の検討(H29）  公園⼀帯 魅⼒ 紹
介する展⽰等の実施

事業推進

・企業との連携による
動物図鑑アプリの提供

実施回数︓⽉1回 実施回数︓⽉1回 実施回数︓⽉1回

H29実施回数︓2回

 花壇等 維持管理 
実施（⽉1回）

花と緑のさいわい事業

（2016 17）年度

●公共花壇等の花植活動の推進

区内の緑化推進と区⺠の緑
化意識の⾼揚 を図るととも
に、区⺠同⼠の交流を促進
するため、花と緑の潤いあるま
ちづくりを推進します。

実施回数︓2回 実施回数︓2回

・花苗の配布の実施

実施回数︓⽉1回

年度 年度 年度 年度
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）

H29配布団体数︓
81団体

地域 魅⼒発信事業

事業推進

事業名

実施回数︓2回 実施回数︓2回

現状 事業内容・⽬標
平成28 29 平成34（2022）

 ●ご近所⽀え愛事業推進会議等の開催
 実施状況の報告及び情報共有のための推進会議の開催

 地域包括ケアシステムの周知啓発のための講演会の開催

●ご近所⽀え愛事業を中⼼とした多様な⽀え合い活動の実施

●事業を地域で実施する⼈材の育成に向けた取組の推進

●地域特性に合わせた健康づくりの実施
 既に実施した地域における活動の活性化に向けた取組の推進

 御幸、南河原、⽇吉の各地区における活動の継続に向けたフォローの実施

 リーフレットを活⽤した健康づくりグループの活動紹介等の実施
●広 区⺠ 周知            作成

健康づくりに関する交流会や
普及啓発の取組等を地域に
おいて実施することで、区⺠が
より健康に留意し、地域のつ
ながりの中で健康づくりに取り
組みながら、⽣き⽣きと暮らせ
るよう⽀援します。

事業推進・健康づくり活動の実
施

・リーフレットの作成 継続実施

事業推進

事業内容・⽬標
平成34（2022）

年度以降
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）

年度 年度 年度 年度

開催回数︓3回 開催回数︓3回 開催回数︓3回 開催回数︓3回

事業名
現状

H29開催回数︓4回

平成28 29
（2016 17）年度

幸区ご近所⽀え愛事業

地域包括ケアシステムの構築
に向け、地域住⺠が主体と
なった声かけや⾒守り活動等
を通じて、⾝近な地域課題の
解決につなげるなど、地域の
⾃助・互助の取組を⽀援しま
す。

健康⻑寿推進事業

H28︓御幸東１地
区、南河原地区

・地域の特徴に応じた
健康づくり活動の内容
検討

 各地区   習熟度
に合わせた⽀援の実施

・御幸地区、南河原地
区、⽇吉地区での実施

開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回H29開催回数︓2回

実施箇所数︓
48か所

実施回数︓2回・⼈材育成講座の実
施（H29実施回数︓
2回）

実施回数︓2回 実施回数︓2回 実施回数︓2回

・区内全域での事業展
開に向けた段階的な実
施（H29モデル事業
実施箇所数︓16か
所）

実施箇所数︓
24か所

実施箇所数︓
32か所

実施箇所数︓
40か所

 地域住⺠ 住 慣  地域      暮  続           住⺠主体 ⾃助 互助 
取組⽀援 強化            啓発活動等 ⾏  健康 安⼼       進     

主な取組の⽅向性 
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安⼼して⼦育てできるまちづくりの推進  
 

 

 

 

 

●保健福祉に関する効果的な情報発信
 地域包括ケアシステムや保健福祉に関する情報の発信

●⾷中毒予防などの⾷品衛⽣の啓発促進
 ⾷品衛⽣啓発⽤冊⼦ 我 家 ⾷品衛⽣  発⾏

 区内の⼩学⽣を対象とした⾷品衛⽣に関するポスターの募集・展⽰の実施

●動物愛護思想の普及
 ⼩学⽣を対象とした夏休み動物愛護教室の開催

 動物愛護⼩冊⼦            配布 通  区内⼩学１年⽣  啓発活動 実施

●ラミネ ートパネ ルの作成・配布による適正飼養に向けた啓発活動の推進

H29発⾏部数︓
1,500部

H29開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回

発⾏部数︓1,500部 発⾏部数︓1,600部

実施回数︓1回

開催回数︓1回

平成33（2021）

さいわい動物愛護推進事
業

発⾏部数︓800部 発⾏部数︓1,200部 発⾏部数︓1,000部

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020）

H29実施回数︓1回

H29発⾏部数︓
1,200部

・保健福祉センターだよ
  発⾏（年3回）

実施回数︓1回 実施回数︓1回 実施回数︓1回

平成34（2022）
年度 年度 年度 年度以降

開催回数︓1回

継続実施

発⾏部数︓1,600部 発⾏部数︓1,600部

事業名
現状

動物愛護教室等を通して、
動物の愛護と適正な飼 養管
理について区⺠の理解と関⼼
を深めるとともに、動物愛護
思想の普及啓発を⾏うことに
より、⼈と動物の共⽣を図り
ます。

事業推進

事業推進
⾷中毒予防のポイントを分か
りやすく説明した冊⼦の配布
や、区内の⼩学⽣を対象とし
た⾷品衛⽣に関するポスター
の募集・展⽰などを通じて、
区⺠への⾷品衛⽣の啓 発を
進めます。

さいわい⾷品衛⽣啓発事
業

区における地域包括ケアシス
テムや保健福祉に関する情
報を効果的に区⺠に届 け、
区⺠の関⼼と理解を深めま
す。

保健福祉情報発信事業
発⾏回数︓3回 発⾏回数︓3回 発⾏回数︓3回 発⾏回数︓3回

（2016 17）年度 年度

H28配布数︓70枚

事業内容・⽬標

事業推進

発⾏部数︓1,000部

 ●⼦ども・⼦育て⽀援関係団体同⼠の情報共有・連携強化
 「幸区こども総合⽀援ネットワーク会議」の開催

●「幸区こども総合⽀援ネットワーク会議」による取組の実施
 ⼩中学⽣向 情報誌 発⾏

 ⼦ども・⼦育て講演会の実施

 みんなで⼦育てフェアさいわいの実施

 こどもの地域包括ケアシステム構築に向けた検討会議等の開催

開催回数︓1回 開催回数︓1回

・検討会議の開催
（H28開催回数︓2
回）

開催回数︓2回 開催回数︓2回 開催回数︓2回 開催回数︓2回

H29開催回数︓2回

総合的なこども⽀援ネット
ワーク事業

H29開催回数︓2回

H29発⾏回数︓3回

H29開催回数︓1回

区内の⼦ども・⼦育て⽀援関
係団体・機関同⼠の情報共
有と連携強化を図ると とも
に、情報発信や講演会、「み
んなで⼦育てフェアさいわい」
などの事業を通じて、地域で
⼦育てを⽀援する環境づくり
を進めます。

事業推進開催回数︓2回 開催回数︓2回 開催回数︓2回 開催回数︓2回

発⾏回数︓3回 発⾏回数︓3回 発⾏回数︓3回 発⾏回数︓3回

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度以降

平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）

年度 年度 年度 年度

開催回数︓2回 開催回数︓2回 開催回数︓2回 開催回数︓2回

開催回数︓1回 開催回数︓1回

 ⼦育て家庭のニーズが多様化している現状を踏まえ、個々の家庭の状況に応じたきめ細かな相談・
⽀援に取り組むとともに、地域全体で⼦育て家庭を⽀えるしくみづくりを進めます。 

主な取組の⽅向性 
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 ●⼦ども・⼦育て情報の収集及び発信
 区内 ⼦育 ⽀援団体 区⺠等 構成  編集会議  連携                発⾏

●乳幼児から学齢期の⼦どもと家庭、⼦育て⽀援者などを対象とした取組の実施
 保護者 ⼦    外遊   交流 通  地域   ⼦育 ⽀援 推進

 地域の⼦育て⽀援⼈材の育成のための講座等の実施

 ●区内保育所等における地域⼦ども・⼦育て⽀援事業の実施
 ⼦育   不安 解消  ⽗親 育児参加促進 ⽬的   講座 実施

     開催予定等 掲載  ⼦育 情報誌 発⾏ 配布

 ⼦育てサロン等への職員派遣を通じた⼦育て⽀援者の育成

 ●要保護児童対策地域協議会幸区実務者会議等の実施
 実務者会議  事例検討 講演会等 実施

 区⺠向 講演会等 実施

●⼦ども・⼦育てに関する相談と⽀援の実施
 こども相談窓⼝等における相談・⽀援の実施

●専⾨的な講師等による「こどもの発達⽀援保護者学習会」の実施

 ●⼩中学⽣への学習⽀援の実施
 ⼩学校施設を活⽤した学習⽀援の実施

●学習⽀援サポーターの養成及び活動⽀援
 学習⽀援サポーター養成講座の実施

 学習⽀援サポーターへの相談・指導の実施
・相談指導の実施 継続実施

H28実施回数︓
40回

実施回数:40回程度 実施回数:40回程度

H28⼦育て⽀援ボラン
ティア育成⼈数︓50
⼈

実施回数︓5回 実施回数︓5回 実施回数︓5回H29実施回数︓5回

開催回数︓5回

H29講座開催回数︓
5回連続講座を1回

実施回数:40回程度 実施回数:40回程度

開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回

継続実施

開催回数︓5回

開催回数︓
連続講座を1回

開催回数︓
連続講座を1回

関係機関との会 議や 研修
会、講座の開催を通じて、要
保護児童の早期把握に努め
るとともに、孤⽴感や不安感
なく安⼼して⼦育てができる
地域づくりを進めます。

幸区⼦ども学習サポート
事業

事業推進

こども・⼦育て⽀援事業

事業推進

保育所等活⽤事業

事業推進開催回数︓5回 開催回数︓5回

児童虐待防⽌・こども相
談⽀援事業

H28発⾏数︓
6,000部

・リーフレットの作成及び
リーフレットを活⽤した
相談・⽀援

実施回数︓5回

事業推進

・⼦育て情報誌の発
⾏ 配布

継続実施

H29会議開催回数︓
5回

発⾏数︓
6,000部程度

発⾏数︓
6,000部程度

H29講演会開催回
数︓1回

継続実施

開催回数︓
連続講座を1回

開催回数︓
連続講座を1回

平成34（2022）
（2016 17）年度 年度 年度 年度 年度 年度以降

H28⼦育て講座実施
回数︓72回

継続実施

H29講座実施回数︓
5回

⼦育て情報誌等の発⾏や⼦
育て⽀援講座、保護者の交
流機会の提供等を通じて、
⼦育て家庭等への⽀援を進
めます。

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019）

⺠間保育所を含む区内の保
育所等を活⽤して、地域への
⼦育て⽀援や、⼦育て⽀援
者の育成等を進めます。

ＮＰＯとボランティアである区
⺠サポーターが連携して、外
国につながる⼩中学⽣への学
習⽀援活動と、サポーターの
養成を⾏うことで、区⺠の主
体的な活動を進めます。

実施公園数︓4か所 実施公園数︓4か所 実施公園数︓4か所 実施公園数︓4か所

実施回数︓5回 実施回数︓5回 実施回数︓5回 実施回数︓5回

・改訂に向けた検討  改訂版 発⾏

発⾏数︓
6,000部程度

発⾏数︓
6,000部程度

H29実施公園数︓4
か所

平成32（2020） 平成33（2021）

400



 
幸 区 

政
策
体
系
別
計
画 

総 

論 

10
年
戦
略 

基
本
政
策
１ 

基
本
政
策
２ 

基
本
政
策
３ 

基
本
政
策
４ 

基
本
政
策
５ 

区
計
画 

進
⾏
管
理
・
評
価 

地域コミュニティ活性化の推進  
 

 

 

 

 

 

 

 

●町内会・⾃治会活動の活性化に向けた取組の推進
 ⼈材育成講座等の実施

 町内会・⾃治会加⼊促進リーフレットの作成・配布

●町内会・⾃治会の負担軽減に向けた取組の実施
 ⾏政   回覧依頼物等 ⼀括配送 実施

●⼤規模      建設等 伴 町内会 ⾃治会組織設⽴    ⽀援等 検討 推進
 町内会 ⾃治会加⼊促進      等 活⽤  組織設⽴ 向  ⽀援 推進

●市⺠活動団体 ⽀援     中間⽀援的機能 検討 実施
  幸区市⺠活動    利⽤者 会  連携  市⺠活動     運営

  幸区市⺠活動    利⽤者 会  連携       開催 通  市⺠活動団体 交流促進

●多⽂化共⽣ 理解 関⼼ 深     事業 実施
 多⽂化フェスタさいわいの実施

 多⽂化コンサートの実施

 国際理解基礎講座（多⽂化    ） 実施

●地域団体及びかわさきスポーツパートナー等と連携したスポーツの推進
 川崎フロンターレ等と連携したスポーツ⼤会の実施

●多様な主体の参加によるパラスポーツの振興
 イベント等の開催を通じたパラスポーツの振興

●スポーツ推進を⽬的とした講演会等の開催
 区⺠及 区内     指導者等 対象   講演会等 開催

●各団体が主催するスポーツ⼤会における区の協賛等の実施
     ⼤会    区⻑賞 授与等 実施

継続実施

実施回数︓4回

・⽀援等の検討・実施

・⼀括配送の実施 継続実施

地域のスポーツ施設等の資源
を活⽤し、区⺠の健康及び
体⼒の保持増進を図るととも
に、さまざまな世代の住⺠同
⼠が障害の有無にかかわら
ず、スポーツを通し て交流が
図られるよう、取組を進めま
す。

実施回数︓1回 実施回数︓1回

H29交流    開
催:1回

実施回数︓1回 実施回数︓1回

開催回数︓1回 開催回数︓1回 開催回数︓1回

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度以降

平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）
年度 年度 年度 年度

実施回数︓5回

実施回数︓3回 実施回数︓3回

参加者数︓
1,000⼈規模

参加者数︓
1,000⼈規模

参加者数︓
600⼈規模

地域コミュニティ推進事業

H29実施回数︓4回 実施回数︓4回

H28参加者数︓
900⼈

参加者数︓
600⼈規模

 市⺠活動    等
の運営

参加者数︓
1,000⼈規模

・⼊居者への説明会、
ヒアリング等を通じた⽀
援等の実施

継続実施

継続実施

・リーフレットの作成・配
布

幸区多⽂化共⽣推進事
業

多⽂化フェスタ、コンサートや
講座等の開催を通じて、多
⽂化共⽣に対する区⺠の理
解と関⼼を深めます。

地域の課題調査や町内会・
⾃治会の活動⽀援などを通
じて、区内のコミュニティ活動
を進めます。

市⺠活動     運営 市
⺠活動団体同⼠の交流を促
進し、区内の市⺠活動と区
⺠の主体的な取組を促進し
ます。

開催回数︓1回H29講演会開催回
数︓1回

H29表彰数︓9⼤会 表彰数︓9⼤会程度 表彰数︓9⼤会程度 表彰数︓9⼤会程度 表彰数︓9⼤会程度

実施回数︓3回 実施回数︓3回H28実施回数︓3回

事業推進

市⺠活動等⽀援事業

事業推進

事業推進

事業推進

スポーツ推進事業

実施回数︓4回実施回数︓4回

H28実施回数︓5回

H28参加者数︓
600⼈

参加者数︓
1,000⼈規模

参加者数︓
600⼈規模

実施回数︓5回 実施回数︓5回 実施回数︓5回

参加者数︓
600⼈規模

 ⼤規模      建 地域    ⾃治会組織 設⽴⽀援 既存町内会等  連携 推進 
町内会 ⾃治会  加⼊促進等 図    多様 区⺠ 参加 交流  場     ⽀援   
地域コミュニティの活性化に向けて取組を推進します。 

主な取組の⽅向性 
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安全で安⼼に暮らせるまちづくりの推進  
 

 

 

 

 

 

 

 

●          通  区⺠同⼠ 交流促進
 幸市⺠館等    気軽 参加             開催

事業名
現状 事業内容・⽬標

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度 年度 年度 年度 年度以降

H28実施回数︓
11回

実施回数︓11回 実施回数︓11回 実施回数︓11回 実施回数︓11回さまざまな区⺠が参加し交流
するコミュニティカフェを開催
し、区⺠同⼠の交流と、地域
活動をはじめるきっかけづくり
 ⾏    

コミュニティカフェ推進事
業

事業推進

●幸区災害対策協議会を中⼼とした防災対策の推進
 協議会の開催

 各部会の開催

●隣接区（川崎区 中原区 横浜市鶴⾒区）  連携強化

 ●避難所開設・運営訓練の運営⽀援の実施
 「幸区避難所開設・運営訓練マニュアル」を活⽤した訓練の運営⽀援

●幸区総合防災訓練の⽀援
 地域住⺠ 企業 関係団体 機関等  連携   実践的 訓練 実施

※関連する事務事業︓施策１－１－１「地域防災推進事業」

●防災資器材等の充実・強化

●⾃主防災組織等の活性化に向けた取組の実施
 活性化講座の実施

幸区災害対策推進事業

 避難所訓練 帰宅困
難者対策訓練等の合
同実施

開催回数︓3回 開催回数︓3回 開催回数︓3回 開催回数︓3回

開催回数︓12回 開催回数︓12回 開催回数︓12回 開催回数︓12回

事業内容・⽬標
平成28 29 平成34（2022）

（2016 17）年度 年度以降
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）

年度 年度 年度 年度
事業名

現状

地域防災活動推進事業

H29開催回数︓3回

H29開催回数︓12

幸区災害対策協議会の運
営等を通じて、地域住⺠や
企業、関係団体・ 機関等の
間で情報共有・課題検討な
どを⾏い、地域の防災活動に
関する連携強化の取組を進
めます。

事業推進

事業推進

実施回数︓2回 実施回数︓2回 実施回数︓2回

 訓練⽤トリアージタッグ、板書⽤壁⾯シート等の防災資器材等の計画的な配備の推進

・訓練等の合同実施

H29実施回数︓２回
（御幸⼩、河原町グラ
ウンド・体育館）

H29訓練回数︓
23回

・区内の全避難所
（23か所）での訓練
⽀援の実施

実施回数︓2回

・資器材等の配備 継続実施

訓練の運営⽀援や講座等の
開催による⾃主防災組織・
避難所運営会議の活性化、
地域住⺠や企業、関係団
体・機関等との連携による実
践的な総合防災訓練の実
施、区本部・ 避難所の防災
資器材の充実など、区内の
防災基盤整備の取組を進め
ます。

実施回数︓2回実施回数︓2回 実施回数︓2回 実施回数︓2回H29実施回数︓2回

 ⾃主防災組織等 連携  訓練 実施  区内 ⽴地  企業 隣接区  防災 関  連携
 強化      発災時 地域住⺠ 企業 関係団体 機関 ⾏政等       役割 果 
  迅速  的確 対応    地域    進       ⾃転⾞事故等 防⽌ 向  啓発
等の取組を推進します。 

主な取組の⽅向性 
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 ●幼児  ⾼齢者  幅広 年齢層 対象   各種交通安全教室 実施
 警察及び関係団体と連携した各種交通安全教室の実施

 中学校、⾼校等におけるスケアードストレート⽅式の交通安全教室の実施

 警察及び関係団体と連携した交通安全キャンペーン等の啓発活動の実施

●地域 防犯意識 醸成
 町内会等と連携した防犯パトロールの実施

●⼦   安全確保 向  地域⾒守 活動 推進
 町内会等と連携した⼦ども安全の⽇パトロール等の実施

●啓発活動の実施
 街頭キャンペーンの開催

街頭キャンペーンの開催、町
内会等と連携した防犯パト
ロールの実施などを通じて、地
域に根ざした啓発活動を進
めます。

年度 年度

H29実施回数︓3回

H29実施回数︓
53回

・⼦ども安全の⽇パト
ロールの実施（⽉2
回）

・各季及び強化⽉間
における啓発活動の実
施

継続実施

・防犯パトロールの実施 継続実施

実施回数︓
⽉2回程度

安全・安⼼まちづくり普及
啓発事業

交通安全普及啓発事業

事業名

実施回数︓3回 実施回数︓3回

年度

●啓発活動の実施

スケアードストレート⽅式の交
通安全教室の実施等により、
危険回避意識 交通安全知
識の習得などを⽬的とし た啓
発活動を進めます。

現状 事業内容・⽬標
平成28 29

実施回数︓
50回程度

実施回数︓
50回程度

年度（2016 17）年度

事業推進

平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

年度以降

実施回数︓
⽉2回程度

実施回数︓
⽉2回程度

実施回数︓
⽉2回程度

事業推進

実施回数︓3回

実施回数︓
50回程度

実施回数︓
50回程度

実施回数︓2回 実施回数︓2回

実施回数︓3回

H28実施回数︓2回 実施回数︓2回 実施回数︓2回
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地域の課題解決に向けたその他の取組

幸区
 地域資源を活かしたまちづくりの推進

●地域への愛着を深める広報イベントの実施

●区の⽊・花の植樹

●啓発物品の作成

●⽇吉のタカラモノ活⽤事業の実施

●郷⼟の歴史と⽂化を活かした⽇吉まちづくり事業の実施

●⼦ども向け環境啓発イベントの実施

●「さいわいガイドマップ」の作成・配布

 健康で安⼼して暮らし続けられるまちづくりの推進

● ⼿洗              発⾏

●保育園等を対象とした⼿洗い講習会の実施

 安⼼して⼦育てできるまちづくりの推進

●多様な保育事業に関する情報提供の実施

 地域コミュニティ活性化の推進

● 幸区⺠祭実⾏委員会   経費補助 通  区⺠祭 開催⽀援

 安全で安⼼に暮らせるまちづくりの推進

●案内    設置及 盤⾯更新 実施

 区役所サービス向上事業

●⼤規模住宅等  ⼊居世帯 対  転⼊⼿続 必要 書類 事前配布等

●     広報特別号  発⾏

●区⺠     調査 実施
    区⺠    
ト事業

区政 対  区⺠ 意識 多⾯
的に調査し、今後の区政運営や
地域課題の解決に向けた参考と
していきます。

事業推進

区⺠ ⾝近 区役所
づくり推進事業

転⼊世帯への必要書類の事前
配布や説明などを通じて、区役所
窓⼝ 利便性 向上  満⾜度
の⾼いサービスの提供を推進しま
す。

事業推進

幸区情報発信推進事
業

     広報特別号  発⾏等
 通   区政情報等 広 区⺠
へ周知する取組を推進します。

事業推進

案内サイン設置事業

区庁舎等への案内サインの整備
 通   災害時 帰宅困難者
等 適切 誘導     利便性
の向上を図ります。

事業推進

幸区待機児童対策事
業

多様な保育事業に関する情報提
供 ⾏  保育 選択肢 広  
利⽤者 対    細   相
談・⽀援を実施して待機児童の
解消を図ります。

事業推進

区⺠祭開催経費

地域に密着した事業である幸区
⺠祭 開催 ⽀援  新旧区⺠
 交流 連帯 深  地域   
ニティの活性化を進めます。

事業推進

区⺠    感染症
予防事業

       発⾏  感染症予防
 関  知識 普及啓発 図  
す。

事業推進

さいわい・はじめようエ
コ事業

⼦ども向けイベントの開催や環境
啓発    活⽤   多様 年
齢 即  意識啓発活動 推進
します。

事業推進

さいわいガイドマップ発
⾏事業

       発⾏ 通   転⼊
者等 区⺠⽣活 必要 情報 
提供  地域理解 促進 図  
す。

事業推進

区の⽊・花推進事業

幸区誕⽣40周年 記念  制
定した、区の⽊・区の花（ハナミ
       ） 区⺠ 広 周知
します。

事業推進

現状

地域資源を活かしたま
ちづくり事業

⽇吉地区で活動するさまざまな団
体がネットワークをつくり、地域固
有の資源を活⽤した⾝近なまちづ
くりを推進します。

事業推進

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

事業内容・⽬標
平成28 29
（2016 17）

年度

平成34（2022）
年度以降

平成30
（2018）

年度

平成31
（2019）

年度

平成32
（2020）

年度

平成33
（2021）

年度
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幸区
 地域課題対応その他事業

●事業の提案募集及び審査・決定

●事業の実施

●事業の評価

●地域課題対応事業を⽀える事務等の実施

 区の新たな課題即応事業

●新たに発⽣する課題に対応する事業の実施区の新たな課題即応
事業

新  ⽣  課題  適切  迅
速に対応し、解決に向けた取組
を推進します。

事業推進

幸区提案型協働推進
事業

地域課題の解決に向け、公益性
 ⾼ 事業 実施   市⺠活
動団体等から事業提案を募集
  ⾏政 提案団体  協働  
り事業を推進します。

事業推進

その他経費

幸区地域課題対応事業 効率
的・効果的な推進を⽀えるため、
必要   事務 管理運営 ⾏ 
ます。

事業推進

事業内容・⽬標
平成28 29
（2016 17）

年度

平成34（2022）
年度以降

平成30
（2018）

年度

平成31
（2019）

年度

平成32
（2020）

年度

平成33
（2021）

年度

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

現状
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“それいいね”が広がるまちづくりに向けて 

●⼦どもから⾼齢者まで誰もが安⼼して暮らせるために 
地域包括ケアシステムの構築に向け、⾃助・互助の取組の推進が求められている中、区内では、⾝近な

地域で多様な主体が交流 連携  地域全体      ⽀ 合  ⾏        

 多世代 交流 ⼦育  ⽀援  ⾚                

 町内会 ⾃治会 地区社会福祉協議会 地区⺠⽣委員児童委員
協議会などの地域の⽅々や中学⽣が担い⼿となって、⽇吉中学校
体育館 年 １度 秋頃に開催しています。100 組前後の親⼦が
集       ⼤会 親⼦      ⾏   多世代交流 場 
もなっています。  

 家族    災害 備    ⼥性 住⺠       啓発活動  

 区内      住⺠              川崎    会  
⾮常⾷の備蓄⽅法であるローリングストック法や簡単なレシピを掲載
         作成  区内 啓発活動 ⾏      ⼥性  
ープの視点で、⽇頃からの災害への備えとしてできることを考え、多くの
区⺠ 広        ⽬指  取組 続       

「移動販売 ⾏    好評︕           

 区内の福祉複合施設内にある障害者サービス事業所「セルプきたか
       作  販売 ⾏    同 複合施設内   保育園
に給⾷として提供するなど、障害を持つ⽅が地域においてともに⽀え
合 輪 中 活動      事業所 作     地域     
での販売や、区役所４階のラウンジヤマブキでも定期的に販売してお
  利⽤者 ⼤変喜        

 住⺠同⼠ ⾒守 活動 実践  幸区 近所⽀ 愛 デル事業  

 町内会・⾃治会を中⼼とした地域の⽅々が、「何らかの⽀援を必要とする⼈」へ声掛けをしたり、地域
⾏事 参加 通  ⾒守 活動 ⾏    住⺠同⼠ ⽀え合いを平成 27（2015）年度    
ル事業として進めています。平成 29（2017）年度 16 の地域で活動が展開されています。 

 

 

 

 

 

 

中学⽣ 毎年参加︕ 

防災訓練会場での啓発活動 

⾒守 活動       作    ⾏       濃く塗られた地域で実施しています。 

イベントでの販売も好評です 
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●夢⾒ 崎公園（加瀬⼭） 魅⼒発信 
貴重な⾃然環境が残り、市内唯⼀の動物公園がある夢⾒ 崎公園（加瀬⼭）を、地域の魅⼒的 資

源として⼤切 思  地域 さまざまな世代の団体や企業などの多様な主体が、地域のために熱⼼な活動
を展開しています。 

「緑の維持管理 昔   を教える活動などを続けて         加瀬⼭ 会  

 緑の環境で健康と地域の歴史をつなぐことを⽬的として、22 名の地
域住⺠ 会員となり、樹⽊の維持管理 、近隣の幼稚園児・⼩学
⽣との花植え活動、区内のイベント等での⽵遊具⼯作や昔あそびを
教える活動などをボランティアで⾏       

 

「夢⾒ 崎公園      実施    ︕        

 地元在住の WEB デザイナーや⼦育て⽀援活動等 ⾏    住⺠
 団体 設⽴  平成 29（2017）年９⽉  夢⾒ 星空     
を企画・実施しました。20 名ほど         地域 魅⼒ 再
発⾒ 市内外 伝 、⽂化をつくる⼀助になりたいとの思いで、こうし
た新しい取組も始まっています。 

「オリジナルの動物図鑑も作れます︕︕」 企業も地域活動に参加  

            開発等 ⾏ 企業 市 協定 締結  無料 
   提供 ⾏      夢⾒ 崎動物公園の動物たちをスマートフ
ォンで撮影し、⾃分だけの動物図鑑を作ることができます。同社は春
や秋の動物園まつりにも参加し、完成した図鑑のデモ印刷など ⾏ 、
多くの来場者との交流も図っています。 

「新たなつながりも⽣まれています」 多様な主体が連携  

 上記の団体等    ⽇吉商店街連合会  ⽇吉    実⾏委
員会 夢⾒ 崎          会、ＧＡＢＵ（歌     ⾏ 
グループ） 新川崎駅周辺      住⺠     「夢⾒ 崎動物
公園（加瀬⼭）の賑わい創出」をテーマにグループワーク等 ⾏い、
参加者同⼠で連携を深めています。 

 

★市⺠ 想        

 

 

 

 

 

いつもの公園が幻想的な世界に︕ 

２冊の図鑑が作れます︕︕ 

⼩学⽣との花植え活動 

 夢⾒ 崎公園（加瀬⼭） 地域 ⼤切 宝と思い、⼤変多くの⼈たちが、⾃ら活動していること
や、これから何かをやりたいと思っていることが分かり、感動しました。 

 これまで気がつかなかった地域の魅⼒  皆   様々 得意分野 知           良 
ったです。今後もみんなで連携を深めて、取組につながっていけばうれしいです。 

夢⾒ 崎動物公園（加瀬⼭） 賑  創出               より

         熱⼼ 議論 
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幸　区

地 域 の 課 題 解 決 に
向 け た 取 組 の 一 覧

　地域資源を活かしたまちづくりの推進

○ 御幸公園梅香事業

○ 音楽のまち推進事業

○ さいわいものづくり体験事業

○ 花と緑のさいわい事業

○ 地域の魅力発信事業

区の木・花推進事業

地域資源を活かしたまちづくり事業

さいわい・はじめようエコ事業

さいわいガイドマップ発行事業

　健康で安心して暮らし続けられるまちづくりの推進

○ 幸区ご近所支え愛事業

○ 健康長寿推進事業

○ 保健福祉情報発信事業

○ さいわい食品衛生啓発事業

○ さいわい動物愛護推進事業

区民のための感染症予防事業

　安心して子育てできるまちづくりの推進

○ 総合的なこども支援ネットワーク事業

○ こども･子育て支援事業

○ 保育所等活用事業

○ 児童虐待防止・こども相談支援事業

○ 幸区こども学習サポート事業

幸区待機児童対策事業

　地域コミュニティ活性化の推進

○ 地域コミュニティ推進事業

○ 市民活動等支援事業

○ 幸区多文化共生推進事業

○ スポーツ推進事業

○ コミュニティカフェ推進事業

区民祭開催経費

　安全で安心に暮らせるまちづくりの推進

○ 地域防災活動推進事業

○ 幸区災害対策推進事業

○ 交通安全普及啓発事業

○ 安全・安心まちづくり普及啓発事業

案内サイン設置事業

　区役所サービス向上事業

区民に身近な区役所づくり推進事業

幸区情報発信推進事業

さいわい区民アンケート事業

　地域課題対応その他事業

幸区提案型協働推進事業

その他経費

　区の新たな課題即応事業

区の新たな課題即応事業

事業名　（○は本計画で「計画期間の主な取組」として掲載している事業）
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中原区 
中原区の概要 

 中原区  本市   中央 位置     中原御殿（平塚市） 江⼾ 結 中原街道 中継地 
しての仮御殿が⼩杉にあったことから中原区と名づけられました。区域の⼤部分は平坦な地形が広がっ
    住宅地 点在  ⽣産緑地  区 花       栽培  ⾵景 ⾒   横浜市 接  
南⻄部 井⽥地区 豊  緑 残 丘陵地        東京 横浜 川崎南部地域の郊外型住
宅地   都市化 商業地 形成 進       都⼼ 本社機能 持 企業 中⼼ ⽣産部⾨
 進出  現在    ⾻格 形成      近年 産業構造 転換 先取   企業   研究 
開発部⾨   都市型産業 武蔵⼩杉駅 武蔵中原駅 向河原駅周辺 中⼼ ⽴地       

 武蔵⼩杉駅周辺  ⼤規模 再開発事業 展開      都市型住宅 建設 引 続 進  
       近年⼤規模 商業施設 開業 相次     多  ⽅ 訪       

 駅周辺 開発   近年 ⼈⼝増加 著   平成 28（2016）年５⽉   昭和 57（1982）
年 ７区 分区  以降 川崎市内 区   初めて⼈⼝が 25 万⼈ 超  今後 更  ⼈⼝増
加 ⾒込      ⼈⼝ 世帯数   市内 最 多 区           ⽣産年齢⼈⼝ 割
合 ７区 最 ⾼  ⽼年⼈⼝（65 歳以上） 割合 最 低    区⺠ 平均年齢 最 低 
なっています。出⽣数及び市外からの転⼊者数が７区で最も多く、転⼊者の７割を 20 30 歳代が
占     新  中原区 ⽣活  若年層 世帯  区内 ⼦育       増     。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中原区の花 中原区の⽊ 
「モモ」 

等々⼒緑地 

⼆ 領⽤⽔ 多摩川 

武蔵⼩杉駅周辺 

中原区 主 地域資源 魅⼒   

中原区役所 

「パンジー」 

■⼈⼝ 254,414 ⼈  ■世帯数 127,987 世帯 
■⾯積 14.81 km2  （平成 30（2018）年 1 ⽉１⽇現在）

411



                                       中原区 

進
⾏
管
理
・
評
価 

政
策
体
系
別
計
画 

総 

論 

10
年
戦
略 

基
本
政
策
１ 

基
本
政
策
２ 

基
本
政
策
３ 

基
本
政
策
４ 
基
本
政
策
５ 

区
計
画 

進
⾏
管
理
・
評
価 

まちづくりの⽅向性  

⽔と緑と笑顔が出会い 未来につなぐ 住み続けたいまち なかはら 

 中原区  等々⼒緑地 多摩川沿  緑 ⼆ 領⽤⽔ ⽔辺 井⽥⼭   ⾃然 恵        
都⼼  交通利便性 優     武蔵⼩杉駅周辺  都市型住宅 ⽴ 並  商業 賑   ⽣
活利便性 ⾼ 都市機能 集約               

 街   ⼤  変     中      世代 交流        活気     ⼈ ⼈      
 ⼤切      区⺠ 地域 愛着 誇  持       住 続    実感         進
めます。 

第 1 期の主な取組状況 
 

●地域活性化に向けたコミュニティづくりの推進 
武蔵⼩杉駅周辺 再開発        変化 対   武蔵⼩杉駅周辺地域連携推進会議 開催  区⺠同⼠
 顔 ⾒  関係           強化 推進         地域交流 促進 区              地
域メディアが連携して区内の情報を発掘・発信する「なかはらメディアネットワーク」の取組などとともに、商店街と連携した
地域交流 促進 市⺠活動団体  ⽀援 推進     。 

●安全・安⼼なまちづくりの推進  
台⾵・豪⾬・地震などの災害時に備え、区⺠ 企業 ⾏政等 連携   避難所      開設 運営 ⾏    
活動⽀援  武蔵⼩杉駅周辺 帰宅困難者対策 取 組      また、地域による防犯活動の⽀援や広報・啓
発 ⾏      地域 安全 安⼼ 関  情報 効果的 配信         進            事故 再
現            ⽅式 交通安全教室 実施     ⾃転⾞   交通事故 防⽌ 向  取組 推進 
ています。 

●区⺠ 協働     ⽀援 推進 
区⺠ 中⼼    ⼦育 ⽀援 活発 ⾏          地域 ⾃主的 活動 継続  ⽀援         
「中原区⼦育て情報ガイドブック」などを通じた⼦育て情報の発信や保護者に寄り添った相談・⽀援の取組を充実すると
    ⼦育  ⽀        活動 参加    環境     ⼦育 家庭 交流 場      取 組    
す。 

●⼈と⼈との出会いを橋わたしする地域福祉の活性化 
⾼齢者 障害者 ⼦     誰  安⼼  地域 暮  続           住⺠同⼠ 交流 場        
として、防災訓練の場を活⽤した地域づくりのワークショップの開催や、まつりの機会を活⽤した地域活動の情報発信など、
地域のさまざまな主体による⼈と⼈とをつなげる橋わたしの取組を積極的に推進しています。 

●スポーツ・⽂化資源・みどりなどの地域資源を活⽤したまちづくりの推進 
かわさきスポーツパートナーなどと連携したスポーツ教室の開催等、地域でスポーツに親しむ機会を増やすとともに、区内中
学⽣・⾼校⽣による吹奏楽                   区⺠参加型 ⾳楽     In Unity」の開催、花や
緑 活⽤  地域 魅⼒      通  地域間 世代間交流 深  元気              進     。 

●区役所サービスの環境改善 
区役所サービスの向上のため、窓⼝の増設、待合スペースの確保のほか、混雑情報の発信やメールでのお呼び出しサー
ビスの導⼊など、窓⼝混雑の解消に向けた取組を進めています。 
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介護予防   通  交流 場    

現状と課題 
 

●武蔵⼩杉駅周辺 再開発      新  区⺠ 増       
区内全域 住宅開発 進    10年間  ⼈⼝増加率
が 17.0％ 新  区⺠ 増 続      特 武蔵⼩杉
駅周辺では、⼤規模な再開発に伴う⾼層マンションの建設
によって⼈⼝増が顕著であり、武蔵⼩杉駅周辺全体の将来
像 ⾒据   持続可能           進       
今後も、住みたい、住み続けたいと感じられるまちづくりを進
めていく必要があります。 

 

●災害対策、防犯、交通安全など、安全・安⼼への対策が求められています。 
 ⼾建 ⼤規模マンションなど住居の多様性、⼈⼝増や企業・商業施設の集積、多数 利⽤者 有  駅 存在や多

摩川などの⾃然環境を踏まえ、区内で発⽣が想定されるさまざまな災害への的確な対応が必要となります。平成 28
（2016）年度区⺠        今後 特 ⼒ ⼊     区役所 業務     地震 ⾵⽔害  対策  
最も⾼い結果（43.2％）   ⼀⽅  交通事故 危険物   安全   対  満⾜度 低    防災 交通安
全に関する対策が求められています。 

また、区内 ⼈⾝交通事故 占  ⾃転⾞交通事故 割合 ⾼      ⾃転⾞交通    守 意識 啓発 
求められています。 

●⼦育 世代 転⼊ 多  地域 ⼦育 世帯      ⼤切       。 
 平成 29（2017）年９⽉末現在 中原区 年少⼈⼝（０ 14

歳）は 33,373 ⼈と７区で最も多く、⼦育て世代の区内転⼊に伴っ
て⼦どもの⼈⼝が急激に増加している中、平成 28（2016）年度区
⺠        今後 特 ⼒ ⼊     区役所 業務    
「⼦ども・⼦育ての⽀援」が２位となっています。 

 このため、引き続き多様な保育ニーズへの対応や保育の質の向上に取
 組      慣   ⼟地  孤⽴感 、育児 対  不安 悩 
を抱えた⼦育て家庭を地域全体で⽀え合うしくみの⼀層の充実が求
められています。 

●⾼齢者の５⼈に１⼈がひとり暮らしとなっています。 
 平成 29（2017）年 9 ⽉末現在 ⾼齢化率  ７区 最 低 15.5％         以前   住宅地  ⼀

部 地域  ⾼齢化率 20％を超えるところもあります。そのため、今後の
⾼齢化 ⾒据  地域  働        ⾼齢化率 ⾼ 地域  適
切 ⽀援 求       。 

 また、平成 27（2015）年 10 ⽉国勢調査によると、１世帯あたりの⼈
員が２⼈以下と少なく、特に⾼齢者の 22.1％がひとり暮らしとなっているこ
    閉       孤⽴ 防⽌ 地域 ⽀ 合 意識 醸成 活動 
担い⼿の育成、⽀援が必要な⼈が的確に⽀援を受けられる取組など、地
域全体  ⾒守  ⽀ 合         必要     。 

 

 

川崎市・中原区・武蔵⼩杉駅周辺の⼈⼝増加率の推移（各年９⽉末時点） 

※武蔵⼩杉駅周辺地区は周辺 14 町丁⽬を対象 
資料︓市町丁別世帯数 ⼈⼝

⼦育てふれあい広場「⼦育てサロン」

人 
 

数 
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● 住      ⾏     感  魅⼒ 多  地域資源     。 

 区内  ⼆ 領⽤⽔ 井⽥⼭ 緑地 下⼩⽥中 農地  豊
かな⾃然環境や中原街道沿いの歴史ある⽂化資源などが残っ
      等々⼒緑地内  陸上競技場         
            施設 市⺠          ⽂化 芸
術施設      魅⼒的 地域資源 恵          
中原区を拠点とするサッカー、バスケットボール、バレーボールのス
ポーツチームの活躍や、東京 2020 オリンピック・パラリンピックに
出場する英国代表チームのキャンプ地としての気運の醸成を、
区⺠ 地域 誇  愛着 持 契機      地域 魅⼒的
な資源の区内外への効果的な発信や活⽤が求められています。 

●⼈⼝の増加に対応した区役所サービスが求められています。 
 区役所敷地の有効活⽤等を図りながら、⼈⼝増に伴って増加する来庁者数に対応した区役所サービスの更なる向上や

改善     区役所庁舎 狭  化 ⽼朽化  適切 対応 進    必要     。 

   

計画推進の主な視点 
 

 武蔵⼩杉駅周辺 急激 ⼈⼝増加 伴  住⺠同⼠      希薄        豊富 地域資源   活⽤ 
    地域 交流 賑  創出 地域 実状 応        形成に向けた⽀援が必要です。 

 ⼦育 世代 転⼊者 多    年少⼈⼝ 増加         地域 特徴 踏   地域    進     多
様な保育ニーズへの対応や地域全体で⼦育てを応援する環境を充実していくことが必要です。 

 
 
 
 

 
  

陸上競技場            
               施設 有  等々⼒緑地
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計画期間の主な取組 

地域活性化に向けたコミュ⼆ティづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

  

●⼩杉駅周辺 魅⼒    向  取組 推進

●地域コミュニティ強化に向けた取組の⽀援

●公共空間 更  利活⽤    取組 検討 推進

●効果的な地域情報の発信に向けた取組の実施

●区⺠      実施及 分析

●商店街 連携  地域交流 促進

・こすぎコアパーク等にお
ける実証事業の実施

事業推進

・結果の各取組への活
⽤

 各種教室 交流  
ントの実施

H29武蔵⼩杉駅周辺
地域連携推進会議の
開催数︓２回

H29リーディング事
業︓３事業

・地域主体の賑わいづ
くりの側⾯⽀援

・アンケートの実施、結
果の精査

会議開催数︓２回

⼩杉駅周辺の新たなコ
ミュニティ推進事業

リーディング事業︓
３事業

・検証結果に基づくリー
ディング事業の実施

 地域 魅⼒    推進       形成 向  計画 策定

事業名
現状

平成28 29
事業内容・⽬標

平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

年度 年度 年度 年度 年度以降（2016 17）年度

・こすぎコアパーク等にお
ける実証事業の実施

・Ｈ28実施

Ｈ29各種教室の実
施︓８回

 メディアを活⽤した情報発信の推進

会議開催数︓２回
 中原区の地域課題の検証や地域のコミュニティ形成に向けた検討等

・リーディング事業の効
果検証

・新たなしくみの構築 課題 整理 解決 
向けた⽅向性の検討

継続実施

・情報コーナーの設置に
よる情報発信

・結果の各取組への活
⽤

H29情報コーナーの設
置か所数︓19か所

・なかはらメディアネット
ワーク（NMN）との連
携

商店街を地域の情報交換や
交流の場として活⽤し、地域
交流 促進    

Ｈ29交流     実
施︓１回

会議開催数︓２回 会議開催数︓２回

商店街と連携した地域の
まちづくり推進事業

中原区広報･広聴推進事
業

地域メディア等と連携し なが
ら、区の魅⼒発信などの充実
に取り組みます。

・アンケートの実施、結
果の精査

事業推進

 地域におけるきめ細かな情報発信場所の確保

 新たなコミュニティ推進に向けた取組の実施

・計画に基づく事業の
実施・検証

・計画の策定

・新たなしくみの検討・
再構築の⽀援

・新たなしくみの構築に
係る地域との調整
・新規マンションの⾃治
機能構築に向けた調
整

・新規マンションに対す
るアプローチ

事業推進

・Ｈ29取組への活⽤

まちの変化に対応し ながら地
域発意に基づく新たなコミュニ
ティ形成⽀援の推進に取り組
みます。

 武蔵⼩杉駅周辺の再開発等によるまちの変化に対応しながら、地域が主体となるまちづくりを進めると
ともに、地域の賑わい 交流創出 向けたしくみづくり ⾏       地域交流 促進 区のイメージ
アップをめざして、地域メディアが連携して区内の情報を発掘・発信する「なかはらメディアネットワーク
（NMN）」の取組などを推進します。 

主な取組の⽅向性 
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安全・安⼼なまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

●活動拠点 提供  区⺠  協働   活動活性化    ⽀援

●盤⾯表⽰内容 検証 更新案内   情報更新事業
東京2020オリンピック・パラリ
ンピックを⾒据え、表⽰内容
の更新や、多⾔語表⽰を推
進します。

●市⺠活動団体間 交流 促進
交流会       
祭りの開催」︓1回

事業推進・盤⾯表⽰内容の検
証 更新

継続実施

（2016 17）年度 年度 年度 年度

交流会       
祭りの開催」︓1回

交流会       
祭りの開催」︓1回

現状 事業内容・⽬標

Ｈ29交流会    
らっぱ祭りの開催」︓
１回

交流会       
祭りの開催」︓1回

年度

H28検証か所︓
51か所

市⺠活動活性化事業
市⺠活動団体の交流の促進
及び活動の⽀援により、地域
の活性化を推進します。

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

事業推進

年度以降

 中原区⺠交流  
ター「なかはらっぱ」の運
営

事業名

●⾃助 共助（互助）   地域防災⼒ 強化 向  取組 推進

●中原区総合防災訓練の実施

●効果的 実践的 災害対応⼒ 強化 向  取組 推進

避難所運営会議の活
動⽀援︓28回

⾃助・共助（互助）・ 公助
の考え⽅に基づき、区⺠、企
業、⾏政等が連携した防災
対策に取り組みます。

地域防災⼒強化事業

 中原区総合防災マップの作成、区内全世帯等への配布
・中原区総合防災マッ
プの検討

実施回数︓1回 実施回数︓1回 実施回数︓1回

H29避難所運営会議
の活動⽀援︓27回

実施箇所︓２地区

 避難所訓練など避難所運営会議による避難所の⾃主運営に向けた⽀援

 区⺠ 関係機関  連携   地域特性 応  実践的 訓練 実施

避難所運営会議の活
動⽀援︓28回

H28帰宅困難者対策
訓練の実施︓
約160⼈参加

・転⼊者等への配布

事業推進

H28区総合防災訓練
に合わせた避難所訓
練の実施⽀援︓
2地区

H29実施回数︓2回
予定（⼤⼾⼩ 上丸
⼦⼩）

・マップの作成、配布

⼤⼾地区 ⼩杉 丸⼦
地区

実施箇所︓２地区

避難所運営会議の活
動⽀援︓28回

事業名
現状

平成28 29
（2016 17）年度

事業内容・⽬標
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

年度 年度 年度 年度 年度以降

実施回数︓２回 実施回数︓２回
住吉地区、⽟川地区 住吉地区、⽟川地区⼤⼾地区 ⼩杉 丸⼦

地区

 施設⾯    避難所 円滑 開設 運営 向  準備 実施
・避難所開設に備えた
資機材の配備

 河川氾濫   避難
所開設に備えた資機
材の配備

避難所運営会議の活
動⽀援︓28回

実施箇所︓２地区 実施箇所︓２地区
 区総合防災訓練に合わせた実践的な避難所訓練の実施⽀援

※関連する事務事業︓施策１－１－１「地域防災推進事業」

実施回数︓1回
    防災計画 基   駅 地域関係者 連携  帰宅困難者訓練 実施

実施回数︓２回 実施回数︓２回

 防災にかかわる情報の共有に加え、⾃助・共助（互助） 基本   地域 防災⼒強化 担 ⼿ 育
成        武蔵⼩杉駅周辺地域   防災計画  基  帰宅困難者訓練   地域特性 踏
まえた防災対策に取り組みます。また、地域における防犯活動の⽀援や交通安全教室の開催等を通し
て、交通事故の防⽌に取り組みます。 

主な取組の⽅向性 
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●地域 防犯⼒ 防犯意識 向上

●幼児  ⾼齢者  幅広 年齢層 対象   各種交通安全教室 実施

●歩⾏教室 ⾃転⾞ 安全 乗 ⽅教室

●⾃転⾞利⽤者        向上    啓発活動 実施

平成28 29 平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）
（2016 17）年度 年度 年度 年度 年度 年度以降

交通安全教室開催事業
区⺠を対象にスケアードスト
レート⽅式による交通安全教
室等を開催し、安全な⾃転
⾞の乗り⽅等のルール・マナー
を習得してもらうなど、交通事
故防⽌に取り組みます。

事業名
現状 事業内容・⽬標

H28実施︓５回 実施回数︓５回 実施回数︓５回

Ｈ28交通安全教
室︓幼稚園・保育園
54回、⼩学校18回、
⽼⼈    家１回

交通安全教室︓幼稚
園・保育園54回、⼩
学校18回、⾼齢者福
祉施設等１回

交通安全教室︓幼稚
園・保育園54回、⼩
学校18回、⾼齢者福
祉施設等１回

交通安全教室︓幼稚
園・保育園54回、⼩
学校18回、⾼齢者福
祉施設等１回

交通安全教室︓幼稚
園・保育園54回、⼩
学校18回、⾼齢者福
祉施設等１回

H28交通安全キャン
ペーン︓17回

実施回数︓５回 実施回数︓５回

研修・講座の実施︓
６回

事業推進
 スケアードストレート⽅式の交通安全教室の実施

交通安全キャンペー
ン︓17回

交通安全キャンペー
ン︓17回

交通安全キャンペー
ン︓17回

交通安全キャンペー
ン︓17回

・防犯資機材の貸与
等

継続実施 事業推進

事業推進
放置⾃転⾞対策事業

⾃転⾞利⽤者のモラルやマ
ナーの向上を図るため啓発活
動 ⾏    

 防犯に関する研修・講座の実施

 地域防犯活動団体への防犯資機材（ベスト、誘導灯など）の貸与等の実施

研修・講座の実施︓
６回

研修・講座の実施︓
６回

研修・講座の実施︓
６回

中原区安全･安⼼まちづく
り推進事業

区⺠、地域団体、⾏政等が
連携して地域の防犯⼒及び
防犯意識 向上 図    

H28研修・講座の実
施︓８回

中原区総合防災訓練 
（耐震住宅模型 使  家屋倒壊シミュレーション） 

 

中原区総合防災訓練
（⽕起こし体験） 
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区⺠と協働したこども⽀援の推進 

 

 

 

 

 

  

●⼦育て世代の仲間づくりやコミュニケーション活動等の⽀援

●多様な情報ツールを活⽤した⼦育て情報の発信

●公的児童施設を活⽤した地域における⼦育て⽀援の実施

●地域全体で⼦育てを応援していく体制づくりの推進

●養成講座修了者  ⽀援 実施

⼦育て⽀援の場を⽀える新た
なボランティアを養成し、地域
全体で⼦育てを応援していく
体制    ⾏    

ハイハイ広場、体験保育、親
⼦連続講座など地域⼦育て
⽀援事業を実施します。

公的児童施設有効活⽤
事業

事業推進
 新たな情報ツールによる広報の実施

 ⼦育てガイドブックの作成、配布

 ⼤型商業施設への広報物の配架

⼦育て情報発信事業
⼦育て世代へ向けて、さまざ
まな情報ツールを活⽤し た情
報発信 ⾏    

 公営保育所における地域⼦育て⽀援事業の実施

・ホームページやSNS、
かわさき⼦育てアプリに
よる広報の実施

          ︕ 
の作成・配布

継続実施

連続講座︓4回

⼦育て⽀援者養成事業

・武蔵⼩杉駅周辺の
⼤型商業施設への広
報物の配架

事業推進

連続講座︓4回 連続講座︓4回

継続実施

ハイハイ広場︓54回 ハイハイ広場︓54回

平成28 29
（2016 17）年度

H29⼦育てサロン︓
16か所

事業内容・⽬標
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

⼦育てサロン︓15か所 ⼦育てサロン︓15か所 事業推進

年度 年度 年度

 中原区⼦育 ⽀援推進実⾏委員会全体会 開催
H29開催回数︓２回

継続実施

ふれあい広場︓3か所 ふれあい広場︓3か所 ふれあい広場︓3か所
 地域のボランティアにより実施される⼦育てふれあい広場（⼦育てサロン）の運営⽀援

ハイハイ広場︓54回

養成講座︓２コース 養成講座︓２コース

継続実施

 ⼦育て⽀援に関⼼のある⼈を対象とした⼦育て⽀援者養成講座の開催

事業推進H29ハイハイ広場︓
54回

・ボランティア団体との
交流 連携   活動
先とのマッチング機会の
確保
H29フォローアップ講座
の開催回数︓1回

開催回数︓１回 開催回数︓１回 開催回数︓１回 開催回数︓１回

中原区⼦育て⽀援推進
事業

事業名
現状

親⼦の孤⽴を防ぎ、⼦育て
中の不安を軽減するために、
地域の特性を活かした⼦育て
サロ ン等の運営を⽀援しま
す。

開催回数︓２回 開催回数︓２回 開催回数︓２回

H29ふれあい広場︓
3か所

年度以降

⼦育てサロン︓15か所 ⼦育てサロン︓15か所

ふれあい広場︓3か所

開催回数︓２回

年度

 ⺠⽣委員児童委員     ⼦育     運営⽀援

ハイハイ広場︓54回

 こども⽂化センターにおける地域⼦育て⽀援事業の実施
Ｈ29親⼦連続講
座︓4回

連続講座︓4回

H29⼦育て⽀援者養
成講座︓２コース

養成講座︓２コース 養成講座︓２コース

 区⺠ 主体的に運営する⼦育てサロンなど、地域の⾃主的な活動を継続して⽀援するとともに、さまざま
な情報ツールによる効果的な⼦育て情報の発信や、⼦育て⽀援者の養成等に取り組みます。 

主な取組の⽅向性 
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⼈と⼈との出会いを橋わたしする地域福祉の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

●さまざまな主体の参加による地域包括ネットワークの構築

●5地区の実情に合わせた地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の推進

●地域包括ケアシステムの推進に向けた普及啓発の実施

●福祉関係団体と連携したなかはら福祉健康まつりの開催

●参加団体同⼠ 交流促進

●       通  障害者理解 促進
・なかはら福祉健康ま
つりにおける、パラスポー
ツの体験型イベントの
実施

なかはら福祉健康まつり
実施事業

福祉・健康に関する各種団
体間の交流を図り、地域福
祉のネットワークの拡⼤をめざ
します。

・体験型イベントの実
施

・介護予防・健康づくり
のためのリーフレットの作
成、関係団体等を通じ
た配布

・福祉関係団体や健
康関係団体 交流促
進⽀援

H28開催回数︓１回

・H29地区カルテ活⽤
モデル事業の実施（⼤
⼾地区）

 地域包括ケアシステムの推進に関するワークショップ等の開催

事業推進開催回数:1回 開催回数:1回 開催回数:1回

H28ワークショップ開催
回数︓５回

開催回数:８回以上 開催回数:９回以上 開催回数:10回以上

講演会開催回数:
１回

継続実施

・リーフレット「（仮称）
住み慣れた場所で暮ら
し続けるには」及びパン
フレットの作成・配布

・地域ケア圏域会議、
⺠⽣委員児童委員等
との連携による⾼齢者
⾒守        普
及啓発の実施

 在宅療養 関  
リーフレットの作成・配
布

継続実施

継続実施

中原区地域包括ケアシス
テム推進事業

「地域包括⽀援ネットワーク」
の構築を推進し、保健・医
療・介護・ 福祉等さまざまな
社会資源が有機的に連携で
きるよう環境整備 を図 りま
す。また、地域包括ケアシステ
ムの情報発信や普及啓発を
通して、⼦ども、⾼齢者、障
害者等すべての地域住⺠が
安⼼して地域で暮らし続けら
れるよう取組を進めます。

・地域ケア圏域会議の
運営⽀援等

 地域課題 把握 地域    地域活動 ⾏ ⼈材 発掘 育成

継続実施

 地区カルテを通じた情報共有や⾃主的な課題解決に向けた取組の推進

H28地域ケア推進会
議の開催︓3回
H28地域ケア圏域会
議の運営等の⽀援︓
28回

・地区カルテの活⽤、検
証、改訂

・地域包括ケアシステム
に関する情報の提供
 ⾼齢者⾒守  ⽣活
援助等の地域での主
体的な取組への⽀援

開催回数:3回 開催回数:3回 開催回数:3回

開催回数:1回

事業内容・⽬標
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

年度 年度 年度 年度 年度以降

継続実施

・中原区地区カルテの
作成

事業名
現状

平成28 29
（2016 17）年度

・モデル事業の検証と
拡⼤実施

開催回数:7回以上

開催回数:１回 開催回数:１回 開催回数:１回

事業推進開催回数:3回

 す   地域住⺠ 対象   地域包括ケアシステムの実現のため、地域のさまざまな主体による⼈と⼈
とをつなげ 交流 場        ⽀  活動の担い⼿づくり、⽀援が必要な⼈が的確に⽀援を受け
られる取組など地域の主体的な取組の⽀援 ⾏   。 

主な取組の⽅向性 
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スポーツ・⽂化資源・みどりなどの地域資源を活⽤したまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●かわさきスポーツパートナーとの連携による事業の実施

●     通  地域 交流機会 創出

●区⺠        協働   ⾳楽    In Unity  開催

●中⾼⽣ 運営参加   ⻘少年吹奏楽      開催

●区⺠        協働   公共花壇 植栽管理 花植体験等 実施

事業名
現状

平成28 29
（2016 17）年度

事業内容・⽬標
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021）

年度 年度
平成34（2022）

年度 年度

・総合型地域スポーツ
クラブの活動の周知

年度以降

事業推進
 親⼦サッカー教室、バレーボール教室、バスケットボール教室、アメフト・フラッグフット普及啓発等の実施

スポーツ教室、フラッグ
フットボール⼤会等の実
施︓各1回

スポーツ教室、フラッグ
フットボール⼤会等の実
施︓各1回

スポーツ教室、フラッグ
フットボール⼤会等の実
施︓各1回

継続実施

H29スポーツ教室、フ
ラッグフットボール⼤会等
の実施︓各1回

各種イベントでの障害
者スポーツ体験会の実
施回数:２回

スポーツ教室、フラッグ
フットボール⼤会等の実
施︓各1回

開催回数:1回

各種イベントでの障害
者スポーツ体験会の実
施回数:２回

開催回数:1回 事業推進

各種イベントでの障害
者スポーツ体験会の実
施回数:２回

花や緑を活⽤し住み続けたい
と思うまちづくりを推進 しま
す。

H29開催回数︓１回

継続実施 事業推進

⻘少年の育成、地域間・世
代間 交流 推進    

区⺠ ⼿ 花    中
原事業

開催回数:1回 事業推進開催回数:1回 開催回数:1回 開催回数:1回

Ｈ29維持管理花
壇︓５か所

中原区⻘少年吹奏楽  
サート事業

かわさきスポーツパートナーとの
連携による事業等により、交
流機会を創出し、地域の活
性化を図ると とも に、 東京
2020オリンピック・パラリンピッ
クに向けた取組を進めます。

開催回数:4回以上

開催回数（第20回
記念）:1回

⾳楽をきっかけとした地域間・
世代間 交流 推進    

スポーツを通した地域活
性化推進事業

H29開催回数︓５回

In Unity開催事業

各種イベントでの障害
者スポーツ体験会の実
施回数:２回

開催回数:4回以上 開催回数:4回以上 開催回数:4回以上
●こすぎコアパークを中⼼とした「In Unity」のPRイベントの実施

●東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた取組の実施
 障害者スポーツの普及促進によるかわさきパラムーブメントの取組の実施

Ｈ29開催回数︓
１回（予定）

開催回数:1回

 「かわさきスポーツパートナー」や地域のスポーツ団体などと連携し、地域でスポーツに親しむ機会を増や
すとともに、区内   ⽂化資源 緑 活   地域間 世代間交流を深め、元気とうるおいのあるまち
づくりを進めます。 

主な取組の⽅向性 

In Unity（インユニティ）2017 バレーボール教室
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区役所サービスの環境改善 
 

 

 

 

 

●⾏政需要 増加等 対応  区役所     提供

区役所サービス向上事業
「区役所サービス向上指針」
に基づき、より質の⾼いサービ
ス提供に向けて窓⼝環境の
改善等を進めます。

 職員提案制度 実
施
・区役所敷地の有効
活⽤に向けた調査・検
討の実施

・中原区業務改善・庁
舎レイアウト検討委員
会の開催及び検討結
果に基づく取組の実施

区役所混雑緩和・環境改
善事業

●⾏政需要 増加等 対応  区役所     提供

混雑緩和に向けた庁舎や敷
地の有効活⽤を進めます。

H28サービス向上委員
会の開催︓４回

H28職員研修︓２回

事業推進

委員会開催数︓4回 委員会開催数︓4回 委員会開催数︓4回 委員会開催数︓4回

・繁忙期における混雑
緩和に向けた取組等の
実施

事業名
現状

平成28 29
（2016 17）年度

事業内容・⽬標
平成30（2018） 平成31（2019） 平成32（2020） 平成33（2021） 平成34（2022）

年度 年度 年度 年度 年度以降

事業推進職員研修︓２回 職員研修︓２回 職員研修︓２回 職員研修︓２回

 今後も⼈⼝増加 ⾒込   ⾏政需要の増加が想定される区役所サービスについて、窓⼝混雑期の対
応や区役所施設の狭あい解消などを図ることで 更  区役所     向上 進 ます。

主な取組の⽅向性 

なかはらエコ推進⼤使 
ロジーちゃん 

 
中原区⼦育てイメージキャラクター 

ミミ・ケロ 
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地域の課題解決に向けたその他の取組

中原区
 地域活性化に向けたコミュニティづくりの推進

●中原区     推進委員会  協働   住⺠主体       推進

●「参加と協働による地域課題の解決の新たなしくみ」の検討とあわせた、まちづくり協議会等の
あり⽅の検討

●区の花「パンジー」を活⽤した花回廊構想の推進

●区⺠祭 開催

 安全・安⼼なまちづくりの推進

●「中原区ガイドマップ」の作成・配布

●⾃転⾞利⽤    向上 啓発 実施

 区⺠ 協働     ⽀援 推進

●働く親世代を⽀援する両親学級等の実施

●発達⽀援検討会・保護者向けセミナーの実施

●幼稚園・保育園・⼩学校関係者との会議や情報交換会などの実施

● 中原区内⼈材育成研修  中原区内認可保育園年⻑児作品展 実施 事業推進

事業推進

事業推進

事業推進

中原区⼦どもの発達
⽀援事業

⼦どもの発達⽀援に関わる業務
 活動 ⾏    機関 団体 
連携して、課題を共有するために
検討会を開催します。また、保護
者向けセミナーを開催します。

幼稚園･保育園･⼩学
校連携事業

「⼩１プロブレム」を解決するため
に、幼稚園・保育園・⼩学校の教
職員が幼児・児童に関する諸課
題について連携を図っていくこと
  就学前後 移⾏期 円滑 
つなげます。

中原区保育所等⼈材
育成･連携事業

保育の質の維持・向上を促してい
    公⺠保育所間 連携 
強化、⼈材育成研修の充実、保
育教材等貸出しを実施します。

中原区ガイドマップ
（安⼼マップ）作成
事業

転⼊者にガイドマップを配布するこ
とにより、災害時に有⽤な情報や
区の基本情報等を転⼊後速やか
 把握      区⺠⽣活 利
便性 向上 安全 安⼼    
くりを推進します。

⾃転⾞ 共⽣    
づくり事業

⾃転⾞利⽤者    向上  
   区⺠ 協働  武蔵⼩杉駅
周辺及び新丸⼦駅周辺での放
置⾃転⾞  警告札貼付 各
種イベントでの啓発活動を実施し
ます。

働く親世代の⼦育て
⽀援事業

⼦育  仕事 両⽴    親
世代が安⼼して⼦育てができるよ
うに、講座を実施します。

まちづくり推進実践活
動事業

区⺠  協働    地域課題 
解決に向けて検討及び実践活動
 ⾏      中原区内 活動
  市⺠活動団体 対 ⽀援 
⾏     住⺠主体      
 推進及 市⺠活動 活性化 
図ります。

中原区イメージアップ
推進事業

 区⺠ 実践  中原区    
         魅⼒      
   推進     区⺠  協働
により、区内に花回廊を形成し景
観向上を図ります。

区⺠祭開催経費

区内企業及び各種団体等と連
携し、“⼼のふれあう　ふるさと中
原”     区⺠祭 実施  
す。

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

現状
平成28 29
（2016 17）

年度

事業内容・⽬標

平成34（2022）
年度以降

事業推進

事業推進

平成30
（2018）

年度

平成31
（2019）

年度

平成32
（2020）

年度

平成33
（2021）

年度

事業推進

事業推進

事業推進

事業推進
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中原区
 スポーツ・⽂化資源・みどりなどの地域資源を活⽤したまちづくりの推進

●「中原区エコカフェ」の実施

●区内企業 市⺠団体 ⼩学校 連携   ⼦  環境事業  実施

●スポーツ⼤会の実施

●区⻑杯 贈呈       振興 推進

●中原区⺠多摩川            ⼤会  実施

●中原区役所コンサートの実施

●「なかはら歴史と緑の散策マップ」の作成

●「なかはら歴史と緑の散策マップ」を活⽤した講座の実施

 地域課題対応その他事業

●市⺠活動団体等 提案   中原区 課題解決 向  取組 実施

●地域課題対応事業全般 円滑 事業推進

区の新たな課題即応事業

●新たに発⽣する課題に対応する事業の実施

事業推進

事業推進

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

現状 事業内容・⽬標
平成28 29
（2016 17）

年度

平成30
（2018）

年度

平成31
（2019）

年度

平成32
（2020）

年度

平成33
（2021）

年度

平成34（2022）
年度以降

事業推進

事業推進

事業推進

事業推進

事業推進

事業推進

事業推進

中原区市⺠提案型事
業

市⺠活動団体等  事業提案 
募集し、市が進める協働型事業
のルールに基づき、提案団体等と
⾏政 協働 課題解決 向  
取組を実施します。

地域課題対応事業⼀
般経費

地域課題対応事業全般 執⾏
に必要な事務⽤品の購⼊、複写
品費 郵送   経費⽀出 ⾏
  円滑 事業推進 図    

区の新たな課題即応
事業

新  ⽣  課題  適切  迅
速に対応し、解決に向けた取組
を推進します。

中原区⺠多摩川  
ドレース｢マイペース⼤
会｣開催事業

マラソン⼤会を実施することで、区
⺠ 健康増進 図      健
康マラソンの普及を図ります。

中原区役所コンサート
開催事業

ランチタイムにクラシック等のコン
サートを実施することで、「⾳楽の
まちづくり」を推進します。

歴史と緑を活⽤したま
  魅⼒発信事業

「なかはら歴史と緑の散策マップ」
を作成するとともに、マップや散策
案内板 活⽤  区⺠ 協働  
ち歩きや講座を実施します。

環境まちづくり⽀援事
業

学校・企業・地域等と連携して、
「中原区エコカフェ」、「⼦ども環境
事業」等を実施し、地球温暖化
防⽌に係る地域活動の普及・啓
発 ⾏    

中原区⺠総    
ポーツ⼤会開催事業

町内会等が中⼼となって、⼩学
⽣及 成年⼥性       並
びに⼩学⽣向けのスポーツラリーを
実施します。

中原区体育及びス
ポーツ振興事業

各種    ⾏事 対 区⻑杯
を製作、贈呈することで、スポーツ
を通した地域の活性化を図りま
す。
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“それいいね”が広がるまちづくりに向けて 

●豊富な“地域資源”を活かしたまちづくり 

中原区  武蔵⼩杉駅周辺 再開発等    新  住⺠ 短期間 ⼤幅 増加           
住⺠同⼠      希薄              形成を促進するとともに、地域に対する愛着⼼や誇りを
深めるため、さまざまな地域資源を活⽤したまちづくりを進めています。 

 どんな取組みをしているの︖ 
 地域のことは地域で考える︕ 

武蔵⼩杉駅周辺 新  地域 魅⼒          形
成 向  地域関係者等   会議 意⾒交換会   開催
         武蔵⼩杉駅駅前公園         近隣
の公開空地等を活⽤してオープンカフェや夏祭、イルミネーション
  季節        開催  地域間交流 世代間交流 
場として⼤変盛り上がっています。 

 地元の商店街が元気です︕ 

中原区内  魅⼒的 活気   商店街 数多 存在  
      区内 商店街 地域 交流 情報交換 場   
活⽤し、地域の活性化を図るために、商店街の店舗で、各種
教室 地域交流     実施      商店街 ⾝近 感
          地域住⺠ 交流機会 創出      地
域コミュニティの活性化につながっています。 

 スポーツを通したまちづくり︕ 

本市では、川崎で活躍しているトップチーム・トップアスリートを
「かわさきスポーツパートナー」として認定しています。区内には
等々⼒緑地があり、その中にある 等々⼒陸上競技場     
ろきアリーナ」を拠点として活躍している「かわさきスポーツパートナ
ー」と連携して各種スポーツ教室等を開催しています。選⼿等か
ら直接指導を受けることのできる貴重な機会であるとともに、地
域への愛着⼼の醸成や親⼦のふれあいなどにつながっています。 

 
 今後どうなっていくの︖ 

  中原区の⼈⼝のピークは、平成52（2040）年 29.6万⼈と推計されています。今後も続く⼈⼝増加を
踏まえ、地域が⼀体となった安全・安⼼で活気のあるまちづくりを進めるとともに、将来の⼈⼝減少に転じた場
合の課題やその解決⽅法を想定し、そこから振り返  現在            考  住⺠⾃  取組 進
める⽀援をしていきます。 

 

★市⺠ 想        

 

 

 

 

 普段買 物     商店街 交流 場        取組  思        参加者同
⼠ 交流                   思     

商店街と連携した地域のまちづくり推進事業アンケートより 

商店街を活⽤したすし握り教室 

親⼦サッカードリーム教室 

コアパークでの夏祭り 
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●区⺠ “    ”地域    
中原区では、⼦育 世代 転⼊     年少⼈⼝ 急激 増加 対応  ⼀⽅ 将来 ⾼齢化 対

応するための取組を今から進めていくことが課題となっています。このため、介護予防や健康づくり、⽣き⽅につい
て考えるきっかけづく      ⾃助  地域住⺠同⼠ 互  助 合  ⽀ 合  互助  促進     取
組を積極的に進めています。 

 どんな取組みをしているの︖ 

 地域で⽀え合う⼦育て︕ 

⼦育 世代 転⼊ 多 中原区   親⼦ 孤⽴ 防  
⼦育 中 不安 軽減       ⼦育      運営 ⽀
援しています。地域のボランティアが中⼼となって、０歳から３歳
    ⼦     保護者 対象  親⼦遊  季節 ⾏事
などを実施しています。また、武蔵⼩杉駅近くの商業施設におい
ては、中原区⼦育てイメージキャラクター「ミミケロ」が登場する「ミ
ミケロハッピータイム」を開催し、親⼦で楽しいひと時を過ごしても
       保育⼠   親⼦遊  紹介 ⼦育  役⽴  
       ⾏     。 

 地域住⺠ 主役です︕ 

スポーツやボランティア活動が、認知症などのリスク軽減や健
康増進につながるため、こうした活動を始めるきっかけづくりを進め
ています。地域で活動しているボランティアグループとの交流や、
認知症や介護予防に関する講義や実技を体験する講座の開
催   通   外出 機会 増   他 ⼈ 交流   助 
合ったりする「⾃助」「互助」の取組の⽀援をしています。 

 「地区カルテ」を活⽤したまちづくり︕ 

地域の様々なデータや地域特性、強み・弱みなどをまとめた
「地区カルテ」を活⽤したまちづくりを進めています。住んでいる地
域 課題 住⺠同⼠ 共有       ⾃    解決 向
けて取り組           地区    住⺠参加型  
       開催     地域 意識改⾰ 図       

 今後どうなっていくの︖ 

住⺠⾃ 地域 課題    考  主体的 解決        住⺠同⼠      地域    
進めていく「互助」の取組を⽀援していきます。また、地域の⼦育て⽀援として、公⽴保育所を中⼼に地
域⼦育て⽀援センターやこども⽂化センター等と連携を深めながら、地域の実情に応じたきめ細やかな⼦
育て⽀援施策を展開していきます。 
 
★市⺠ 想        

 

 

 

 

 ⾃分らしく楽しく⽣きるために、働 世代（私  ）      ⽼後    考  向 合   
ができるか︖介護・福祉に携わっていない⼈々への働きかけが必要だと思います。 

川崎市地域マネジメント推進事業ワークショップアンケートより 

⼦育てサロン 

地域でのふれあい体操 

地区カルテを活⽤したワークショップ
（⼤⼾地区） 
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中原区

地 域 の 課 題 解 決 に
向 け た 取 組 の 一 覧

　地域活性化に向けたコミュニティづくりの推進

○ 小杉駅周辺の新たなコミュニティ推進事業

○ 中原区広報･広聴推進事業

○ 商店街と連携した地域のまちづくり推進事業

○ 市民活動活性化事業

○ 案内サイン情報更新事業

まちづくり推進実践活動事業

中原区イメージアップ推進事業

区民祭開催経費

　安全・安心なまちづくりの推進

○ 地域防災力強化事業

○ 中原区安全･安心まちづくり推進事業

○ 交通安全教室開催事業

○ 放置自転車対策事業

中原区ガイドマップ（安心マップ）作成事業

自転車と共生するまちづくり事業

　区民と協働したこども支援の推進

○ 中原区子育て支援推進事業

○ 子育て情報発信事業

○ 公的児童施設有効活用事業

○ 子育て支援者養成事業

働く親世代の子育て支援事業

中原区子どもの発達支援事業

幼稚園･保育園･小学校連携事業

中原区保育所等人材育成･連携事業

　人と人との出会いを橋わたしする地域福祉の活性化

○ 中原区地域包括ケアシステム推進事業

○ なかはら福祉健康まつり実施事業

　スポーツ・文化資源・みどりなどの地域資源を活用したまちづくりの推進

○ スポーツを通した地域活性化推進事業

○ Iｎ Uｎｉｔｙ開催事業

○ 中原区青少年吹奏楽コンサート事業

○ 区民の手で花いっぱい中原事業

環境まちづくり支援事業

中原区民総ぐるみスポーツ大会開催事業

中原区体育及びスポーツ振興事業

中原区民多摩川ロードレース｢マイペース大会｣開催事業

中原区役所コンサート開催事業

歴史と緑を活用したまちの魅力発信事業

　区役所サービスの環境改善

○ 区役所サービス向上事業

○ 区役所混雑緩和･環境改善事業

　地域課題対応その他事業

中原区市民提案型事業

地域課題対応事業一般経費

　区の新たな課題即応事業

区の新たな課題即応事業

事業名　（○は本計画で「計画期間の主な取組」として掲載している事業）
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